
	第２章　一般市民調査
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(1) 車椅子の方や誰もが安全に

     通れる建物の出入口や通路

     （段差をなくす、幅を広げるなど）

(2) 公共施設などのスロープや

     エレベーター、エスカレーター

(3) 車椅子の方や乳幼児を連れた方

     など、誰もが使いやすいトイレ

(4) 歩きやすいように、障がい物

     （看板や放置自転車、電柱など）が

     取り除かれた歩道や道路

(5) 点字ブロックや視覚障がい者用の

     信号機

(6) 車いすやベビーカーなどで

     乗降しやすいノンステップバスや

     リフト付バス

(7) 障がい者等用の駐車場

(8) 大きな文字、絵、複数の言語を

     用いた誰もがわかりやすい

     案内標示

(9) 手話通訳者が配置されていたり、

     音声案内がある施設

(10)  補助犬と同伴での入室が

        配慮された店・レストランなど
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１　記入者の状況
（１）性別
◇　「女性」が多い
問１　あなたの性別はどちらですか。（１つに○）
「男性」が41.6％、「女性」が55.1％となっています。
[image: image4.emf]N = 781

(1) 音声広報

(2) だれでもトイレの設置

(3) 耳マークの設置

(4) 手話通訳者の配置

(5) ヘルプカード

(6) ヘルプマーク

(7) 磁気ループの設置・配置

(8) 赤ちゃん・ふらっと

(9) 小・中学校のバリアフリー化

(10)  小学校の福祉体験学習

(11)  図書館のハンディキャップ

       （障がいのある方向け）サービス
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[image: image5.emf]知っている 少し知っている わからない 無回答


（２）年齢
◇　「50～59歳」が多い
問２　あなたの年齢は、次のうちどれですか。（１つに○）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成28年11月1日現在の年齢でお答えください。
「50～59歳」が16.1％と最も多く、次いで「40～49歳」が15.2％、「30～39歳」が13.4％となっています。
[image: image6.emf]N = 781 ％

あいさつや声かけ

見守り・安否確認

コミュニティサロン活動（子どもから

高齢者の居場所づくり）

子育ての相談

子育て期の親や子との交流

高齢者や障がいのある方などの

身の回りの手伝い

高齢者や障がいのある方などの

食事などの世話

高齢者や障がいのある方などの

外出支援

徘徊の見守りなど、認知症高齢者への

支援

障がいのある方（障がい児を含む）との

交流

買物に困っている方への買物支援

災害時の避難誘導・助け合い

防犯活動

その他

わからない

無回答
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(1) 市民相談 539

(2) 地域包括支援センター 363

(3) 障害者福祉センター（愛称：たいよう福祉センター）、

     あおぞら福祉センター

312

303

(5) こだいら生活相談支援センター 205

(6) こだいらボランティアセンター 199

(7) 子育て相談室 278

(8) 子ども家庭支援センター 241

(9) 健康センター（健康相談） 522

(10)  ひとり親相談 181

(11)  子育て・女性相談室 200

(12)  小平市教育相談室 220

(13)  東京都多摩小平保健所 488

(14)  東京都小平児童相談所 325

(15)  市立保育園・学童クラブ・児童館に関する第三者委員 208

(16)  施設などの各事業者における第三者委員 70

(17)  権利擁護センターこだいら 69

(18)  福祉サービス運営適正化委員会 49

(19)  東京都国民健康保険団体連合会 135
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[image: image8.emf]N = 781 ％

ひとり暮らし（自分のみ）

配偶者（夫または妻）

息子、娘（息子の妻、娘の夫も

含む）

父、母

祖父、祖母

兄弟・姉妹

その他

無回答
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（３）住まいの地域
◇　「東圏域」が多い
問３　あなたがお住まいの地域はどこですか。
「東圏域」が32.4％と最も多く、次いで「中央西圏域」が22.0％、「中央東圏域」が21.3％となっています。
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[image: image10.emf]N = 781 ％

子育て家庭への多様な支援

一人暮らし高齢者や認知症高齢者の

見守り体制の充実

健康や生きがいづくりへの支援

障がいのある方が地域で自立して

生活することのできる施策の充実

生活困窮者の自立を支援する

施策の充実

避難行動要支援者への支援

住民がお互いに助け合え、地域課題を

解決できる仕組みづくり

質の高い福祉人材の育成

福祉サービスに関するわかりやすい

情報の提供

気軽に相談できる体制の充実

認知症高齢者の金銭管理や

市民後見人の養成などの

権利擁護の推進

気軽に集まり交流できる場の充実

ボランティアや市民活動団体

（NPO 法人など）などの市民活動への

支援

その他

わからない

無回答
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【小平市の日常生活圏域】
	日常生活圏域
	町 丁 名

	西圏域
	栄町１～３丁目、中島町、小川町１丁目、たかの台、津田町１丁目、
上水新町１～３丁目、上水本町１丁目

	中央西圏域
	小川西町１～５丁目、小川東町１～５丁目、津田町２～３丁目、
学園西町１～３丁目、上水本町２～６丁目

	中央圏域
	小川東町、小川町２丁目、学園東町１丁目

	中央東圏域
	美園町１～３丁目、大沼町１～７丁目、仲町、学園東町２～３丁目、
学園東町、喜平町１～３丁目、上水南町１～４丁目

	東圏域
	花小金井１～８丁目、天神町１～４丁目、鈴木町１～２丁目、
花小金井南町１～３丁目、回田町、御幸町
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[image: image12.emf]地域福祉を実施する責任は行政にあるので、住民は特に協力することはない

行政の責任はしっかりと果たすべきだが、行政の手が届かない課題は住民も協力

すべきである

行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである

家庭内や地域の住民同士で助け合い、できない場合のみ行政が援助すべきである

その他

わからない

無回答

[image: image13.emf]西圏域 中央西圏域 中央圏域 中央東圏域

東圏域 圏域不明 無回答

[image: image14.emf]N = 781 ％

避難行動要支援者一人一人の

支援をする人を決めておくこと

避難所における広さのある災害

用トイレなどの設置

避難所における要配慮者（＊）

に配慮した食事の提供

大人用おむつなど要配慮者の

生活用品の確保

避難所における要配慮者の

専用スペースの確保

要配慮者の避難生活の支援を

するボランティアの確保

避難所における病気やけがの

医療支援

福祉避難所の入所スペースの

確保

その他

無回答
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[image: image15.emf]N = 330 ％

活動を始めるきっかけがないため

時間的な余裕がないため

精神的な余裕がないため

体調不良のため

あまり人と関わりたくないため

すでにやっている人を見ると

大変そうなため

活動に関する情報がないため

興味のもてる活動がみつからないため

家族などの理解・協力が得られないため

活動することで報酬などのメリットが

得られないため

自分の趣味や自由な時間を

優先したいため

その他

無回答
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[image: image16.emf]N = 315 ％

きっかけ・情報があれば

自宅の近くなど、参加しやすい

ところであれば

参加しやすい時間帯であれば

研修を受けられたら

近所の人など、顔見知りの人の

手伝いであれば

近所でない、知らない人の

手伝いであれば

興味のある活動内容であれば

子どもを預けたり、介護を

代わってもらえれば

家族などの理解・協力が

得られれば

お金の負担がなければ

少しでも報酬がもらえるので

あれば

その他

無回答
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[image: image17.emf]N = 634 ％

家族・親族

友人・知人

近所、町内会・自治会の人

職場の人

行政の相談窓口

小平市社会福祉協議会

地域包括支援センター

子ども家庭支援センター

民生委員・児童委員

ケアマネジャー、ヘルパー

障がい者相談機関（あさやけ、

ひびきなど）

高齢者福祉施設

障がい者福祉施設

障害者相談員

その他

無回答
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（４）職業等
◇　「会社員・公務員・団体職員など」が多い
問４　あなたのご職業等はどれですか。（１つに○）
「会社員・公務員・団体職員など」が29.1％と最も多く、次いで「無職（年金生活者を含む）」が24.1％、「専業主婦（主夫）」が17.9％となっています。
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[image: image19.emf]N = 781 ％

市報こだいらや市のパンフレット

市のホームページ

市役所等の窓口

家族・親族

町内会・自治会

小平市社会福祉協議会

地域包括支援センター

子ども家庭支援センター

民生委員・児童委員

ケアマネジャー、ヘルパー等

障がい者相談機関（あさやけ、ひびきなど）

高齢者福祉施設

障がい者福祉施設

障害者相談員

市民活動団体（NPO 法人など）

その他

無回答
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（５）世帯構成
◇　同居している人は、「配偶者（夫または妻）」が多い
問５　世帯についてお聞きします。あなたと同居している方はどなたですか。　　　　　　※２世帯住宅は同居としてお答えください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※配偶者の親族を含めてお答えください。　　　　　　（あてはまるすべてに○）
「配偶者（夫または妻）」が67.7％と最も多く、次いで「息子、娘（息子の妻、娘の夫も含む）」が43.8％、「ひとり暮らし（自分のみ）」が12.7％となっています。
[image: image20.emf]農業 自営業(自由業も含む) ・家族従事者

会社員・公務員・団体職員など パート・アルバイト

派遣・契約社員・嘱託 専業主婦（主夫）

学生 無職（年金生活者を含む）

その他 無回答


[image: image21.emf]N =
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◇　世帯の人数は、「２人」が多い
【問５で「２．配偶者（夫または妻）」～「７．その他」と答えた方にお聞きします。】
問５－１　世帯の人数は、あなたを含めて何人ですか。（１つに○）
「２人」が34.3％と最も多く、次いで「３人」が29.6％、「４人」が20.5％となっています。
[image: image22.emf]見聞きしたことがある 見聞きしたことがない 無回答


[image: image23.emf]N = 781 ％

就労その他の自立に関する相談

支援を行う事業

離職により住居を失った人、又は

失う恐れのある人に対し家賃相当

分を支給する事業

就労に向けての訓練など段階に

応じたあっせん、サポートをする

事業

住居のない人に対し一定期間宿泊

場所や衣食の提供を行う事業

家計を管理し、生活費を計画的に

支出できるようにサポートする事業

経済的理由により学習の機会が

少ない子どもに対し、学習支援の

場を提供するなどの事業

その他

わからない

無回答
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◇　自身または家族には、「65歳以上の方」が多い
問６　現在、あなた自身または家族の中に、次のような方はいますか。
（あてはまるすべてに○）
「65歳以上の方」が36.9％と最も多く、次いで「いずれもいない」が30.6％、「中学生・高校生」が11.7％となっています。
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781

8.1 13.4 15.2 16.1 9.2 11.4 9.2 6.5 8.30.81.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image25.emf]18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳

70～74歳 75～79歳 80～89歳 90歳以上 無回答



【地域別】
地域別でみると、中央圏域で「乳児（１歳未満）」「65歳以上の方」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	乳児（１歳未満）
	１歳以上小学校入学前の幼児
	小学生
	中学生・高校生
	65歳以上の方
	身体・知的・精神などの障がいのある方
	介護を必要とする方
	いずれもいない
	無回答

	西圏域
	132 
	1.5 
	11.4 
	8.3 
	12.9 
	38.6 
	6.1 
	4.5 
	27.3 
	6.1 

	中央西圏域
	172 
	1.7 
	10.5 
	10.5 
	9.9 
	40.1 
	10.5 
	8.1 
	27.9 
	3.5 

	中央圏域
	42 
	11.9 
	7.1 
	4.8 
	7.1 
	54.8 
	11.9 
	11.9 
	23.8 
	－

	中央東圏域
	166 
	3.0 
	9.6 
	7.8 
	15.7 
	34.9 
	6.6 
	5.4 
	31.9 
	1.8 

	東圏域
	253 
	4.0 
	11.5 
	8.7 
	10.3 
	32.4 
	9.1 
	5.9 
	33.6 
	3.6 

	圏域不明
	16 
	－
	6.3 
	－
	12.5 
	31.3 
	25.0 
	12.5 
	43.8 
	6.3 


（６）居住年数
◇　「10年以上30年未満」が約４割
問７　現在の場所にお住まいになってから、何年経ちますか。（１つに○）
「10年以上30年未満」が38.7％と最も多く、次いで「30年以上」が25.9％、「１年以上５年未満」が17.8％となっています。
[image: image26.emf]N =

673

34.3 29.6 20.5 6.12.86.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image27.emf]N =

85

8.2 32.9 27.1 7.1 17.6

1.2

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image28.emf]N =

現在、参加している 123

条件が合えば参加したい 315

参加したいと思わない 330

21.1

13.0

10.6

52.8

51.7

39.4

20.3

29.2

35.2

1.6

1.3

2.1

2.4

3.5

10.9

1.6

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（７）住居の形態
◇　「持ち家の一戸建て」が５割以上
問８　現在の住居の形態はどれですか。（１つに○）
「持ち家の一戸建て」が56.7％と最も多く、次いで「民間賃貸の集合住宅」が15.4％、「持ち家の集合住宅」が14.9％となっています。
[image: image29.emf]N =

781

11.4 26.5 36.2 3.1 11.3 1.57.8 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image30.emf]必要としている 必要としていない わからない 無回答


[image: image31.emf]N =

781

71.1 25.7 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



２　近所づきあいについて
（１）近所づきあいの程度
◇　「会えばあいさつをかわす程度」が最も多い
問９　あなたはふだん近所の方と、どの程度おつきあいをしていますか。（１つに○）
「会えばあいさつをかわす程度」が45.8％と最も多く、次いで「世間話や立ち話をする程度」が30.9％、「ほとんどつきあっていない」が10.9％となっています。
[image: image32.emf]知っている 少し知っている わからない 無回答


[image: image33.emf]N =

279

12.5 39.4 47.3 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%


【性別】
性別でみると、男性で「会えばあいさつをかわす程度」が半数以上となっています。
[image: image34.emf]N =

ほとんどつきあっていない 85

会えばあいさつをかわす程度 358

世間話や立ち話をする程度 241

一緒にお茶を飲んだり、

留守をする時に声をかける

42

困っている時（病気、事故、

悩みなど）に相談したり、

助け合ったりする

39

その他 4

10.6

10.3

16.2

14.3

17.9

50.0

32.9

45.3

50.6

57.1

56.4

25.0

38.8

36.3

22.8

19.0

12.8

3.5

0.3

2.5

2.4

5.1

14.1

6.4

5.4

4.8

25.0

1.4

2.5

2.4

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image35.emf]入手できている ほぼ入手できている

ほとんど入手できていない 無回答


[image: image36.emf]聞いたことがある 聞いたことがない 無回答



【年齢別】
年齢別でみると、年齢が低くなるにつれて「ほとんどつきあっていない」が多くなっています。
[image: image37.emf]N =

781

41.6 55.1 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image38.emf]N =

330

9.1 48.8 40.6 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image39.emf]男性 女性 無回答



【地域別】
地域別でみると、中央圏域で「ほとんどつきあっていない」が多くなっています。
[image: image40.emf]N =

781

16.9 22.0 5.4 21.3 32.4 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image41.emf]２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答


[image: image42.emf]N =

781

4.6 17.8 12.7 38.7 25.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%



【世帯構成別】
世帯構成別でみると、配偶者（夫または妻）、息子、娘（息子の妻、娘の夫も含む）で「世間話や立ち話をする程度」が、父、母、兄弟・姉妹で「会えばあいさつをかわす程度」が多くなっています。一方、ひとり暮らし（自分のみ）では「一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける」が多くなっています。
[image: image43.emf]１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満

10年以上30年未満 30年以上 無回答


[image: image44.emf]N =

18～29歳 63

30～39歳 105

40～49歳 119

50～59歳 126

60～64歳 72

65～69歳 89

70～74歳 72

75～79歳 51

80～89歳 65

90歳以上 6

1.6

1.9

13.4

6.3

12.5

19.1

15.3

23.5

20.0

33.3

7.9

6.7

8.4

3.2

4.2

6.7

15.3

9.8

21.5

16.7

90.5

90.5

76.5

90.5

81.9

74.2

69.4

62.7

55.4

50.0

1.0

1.7

1.4

3.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image45.emf]N =

781

56.7 1.9 14.9 15.4 8.61.31.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（２）近所づきあいをしていない理由
◇　「忙しく時間がないから」、「きっかけがないから」がそれぞれ約３割
【問９で「１．ほとんどつきあっていない」と答えた方にお聞きします。】
問９－１　近所づきあいをされていない理由は何ですか。（１つに○）
「仕事や家事などで忙しく時間がないから」が32.9％と最も多く、次いで「近所づきあいをするきっかけがないから」が27.1％、「必要性を感じないから」が17.6％となっています。
[image: image46.emf]顔も名前も知っている 名前だけ知っている 知らない 無回答


[image: image47.emf]持ち家の一戸建て

民間賃貸の一戸建て

持ち家の集合住宅

民間賃貸の集合住宅

都営住宅・都民住宅などの公共の住宅や、UR都市機構の住宅

その他

無回答


[image: image48.emf]N =

781

10.9 45.8 30.9 5.45.0

0.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（３）日常生活が不自由になった時、近所にしてほしいこと
◇　「見守りや安否確認の声かけ」、「災害時の手助け」が多い
問10　あなたが高齢や病気、事故などで、日常生活が不自由になった時、ご近所でどのようなことをしてほしいですか。（あてはまるものに３つまで○）
「見守りや安否確認の声かけ」が46.1％と最も多く、次いで「災害時の手助け」が44.0％、「具合がよくない時の、病院や福祉事務所への連絡」が26.1％となっています。
[image: image49.emf]ほとんどつきあっていない

会えばあいさつをかわす程度

世間話や立ち話をする程度

一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける

困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりする

その他

無回答


[image: image50.emf]近所づきあいがほとんどない地域だから

仕事や家事などで忙しく時間がないから

近所づきあいをするきっかけがないから

わずらわしいので、近所づきあいはしない

必要性を感じないから

その他

無回答



【年齢別】
年齢別でみると、30～39歳で「子どもの預かり」「食事づくりや掃除、洗濯、買物」が、70～74歳で「具合がよくない時の、病院や福祉事務所への連絡」が多くなっています。また、75～79歳では「食事づくりや掃除、洗濯、買物」「ごみ出しや電球の交換などのちょっとした力仕事」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	見守りや安否確認の声かけ
	食事づくりや掃除、洗濯、買物
	ごみ出しや電球の交換などの
ちょっとした力仕事
	通院、買物などの外出の付き添い
	健康を回復するために必要な
体操・運動を行える場の提供
	子どもの預かり
	話し相手や相談相手
	具合がよくない時の、病院や
福祉事務所への連絡
	災害時の手助け
	その他
	よくわからない
	無回答

	18～29歳
	63 
	38.1 
	9.5 
	11.1 
	7.9 
	7.9 
	7.9 
	20.6 
	14.3 
	44.4 
	4.8 
	23.8 
	3.2 

	30～39歳
	105 
	48.6 
	22.9 
	11.4 
	8.6 
	8.6 
	28.6 
	19.0 
	15.2 
	46.7 
	1.9 
	10.5 
	2.9 

	40～49歳
	119 
	50.4 
	13.4 
	14.3 
	14.3 
	6.7 
	10.9 
	16.0 
	29.4 
	52.9 
	4.2 
	9.2 
	2.5 

	50～59歳
	126 
	46.8 
	10.3 
	17.5 
	14.3 
	4.8 
	2.4 
	14.3 
	25.4 
	45.2 
	0.8 
	17.5 
	4.0 

	60～64歳
	72 
	48.6 
	13.9 
	16.7 
	6.9 
	6.9 
	－
	15.3 
	30.6 
	54.2 
	1.4 
	12.5 
	2.8 

	65～69歳
	89 
	39.3 
	15.7 
	16.9 
	14.6 
	7.9 
	－
	11.2 
	23.6 
	40.4 
	4.5 
	15.7 
	5.6 

	70～74歳
	72 
	52.8 
	11.1 
	20.8 
	9.7 
	6.9 
	－
	16.7 
	37.5 
	34.7 
	－
	15.3 
	1.4 

	75～79歳
	51 
	49.0 
	21.6 
	25.5 
	15.7 
	－
	2.0 
	15.7 
	31.4 
	31.4 
	3.9 
	11.8 
	2.0 

	80～89歳
	65 
	36.9 
	7.7 
	13.8 
	7.7 
	9.2 
	－
	16.9 
	27.7 
	36.9 
	3.1 
	7.7 
	9.2 

	90歳以上
	6 
	66.7 
	－
	－
	16.7 
	－
	－
	16.7 
	100.0 
	66.7 
	－
	－
	－


[image: image51.emf]N =

781

11.8 8.6 78.5 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



【地域別】
地域別でみると、中央圏域で「ごみ出しや電球の交換などのちょっとした力仕事」「話し相手や相談相手」が多くなっています。また、西圏域で「健康を回復するために必要な体操・運動を行える場の提供」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	見守りや安否確認の声かけ
	食事づくりや掃除、洗濯、買物
	ごみ出しや電球の交換などの
ちょっとした力仕事
	通院、買物などの外出の付き添い
	健康を回復するために必要な
体操・運動を行える場の提供
	子どもの預かり
	話し相手や相談相手
	具合がよくない時の、病院や
福祉事務所への連絡
	災害時の手助け
	その他
	よくわからない
	無回答

	西圏域
	132 
	43.2 
	13.6 
	14.4 
	13.6 
	11.4 
	8.3 
	16.7 
	27.3 
	41.7 
	3.0 
	13.6 
	2.3 

	中央西圏域
	172 
	51.2 
	12.2 
	12.8 
	12.2 
	6.4 
	7.0 
	12.2 
	28.5 
	41.3 
	1.2 
	17.4 
	4.7 

	中央圏域
	42 
	50.0 
	14.3 
	23.8 
	9.5 
	9.5 
	7.1 
	33.3 
	14.3 
	47.6 
	4.8 
	9.5 
	2.4 

	中央東圏域
	166 
	43.4 
	15.1 
	18.7 
	10.8 
	4.2 
	6.0 
	13.3 
	24.1 
	48.2 
	3.0 
	14.5 
	4.8 

	東圏域
	253 
	47.4 
	13.4 
	15.0 
	9.9 
	5.9 
	6.3 
	17.0 
	26.9 
	45.1 
	3.2 
	10.7 
	3.2 

	圏域不明
	16 
	12.5 
	25.0 
	12.5 
	25.0 
	－
	6.3 
	12.5 
	31.3 
	25.0 
	－
	25.0 
	6.3 


[image: image52.emf]N = 781 ％

見守りや安否確認の声かけ

食事づくりや掃除、洗濯、買物

ごみ出しや電球の交換などの

ちょっとした力仕事

通院、買物などの外出の付き添

い

健康を回復するために必要な

体操・運動を行える場の提供

子どもの預かり

話し相手や相談相手

具合がよくない時の、病院や福

祉事務所への連絡

災害時の手助け

その他

よくわからない

無回答

46.1

13.8

15.6

11.5

6.7

6.8

15.9

26.1

44.0

2.7

13.7

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80



（４）近所で困っている方がいる場合の対応
◇　「頼まれれば手伝うが、頼まれなければ特に何もしない」が３割半ば
問11　あなたのご近所で、高齢者や障がいのある方、子育てなどで困っている方がいる場合、どのような対応をしたいと思いますか。（１つに○）
「頼まれれば手伝うが、頼まれなければ特に何もしない」が36.2％と最も多く、次いで「多少のお手伝いはしたい」が26.5％、「できる限りのお手伝いをしたい」が11.4％となっています。
[image: image53.emf]相談する人はいる 相談する人はいない わからない 無回答


[image: image54.emf]できる限りのお手伝いをしたい

多少のお手伝いはしたい

頼まれれば手伝うが、頼まれなければ特に何もしない

その家庭の問題であるから、家族や親族で解決すればよい

民生委員・児童委員や市などの相談窓口に相談する

その他

よくわからない

無回答


[image: image55.emf]知っている 少し知っている わからない 無回答



【年齢別】
年齢別でみると、18～29歳、30～39歳で「頼まれれば手伝うが、頼まれなければ特に何もしない」が、50～59歳、75～79歳、80～89歳で「民生委員・児童委員や市などの相談窓口に相談する」が多くなっています。
[image: image56.emf]N =

781

8.5 31.8 57.4 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image57.emf]N =

781

42.3 56.6 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image58.emf]市民後見人として活動してみたい

市民後見人になるための講習などを受けてみたい

少し興味がある

市民後見人以外の専門職などが後見人になった方がよい

わからない

興味はない

無回答



３　困りごとの相談や福祉サービスに関する情報などについて
（１）相談する人の有無
◇　「相談する人がいない」が約１割
問12　ふだんの生活の中で、生活上の問題が起きた時や手助けが必要になった時、相談する人はいますか。（１つに○）
「相談する人はいる」が81.2％と最も多く、次いで「相談する人はいない」が11.0％となっています。
[image: image59.emf]整備されている 整備されていない わからない 無回答


[image: image60.emf]N = 108 ％

傷病・障がいの問題

無年金・低年金の問題

失業・低収入の問題

医療費の問題

住まい（家賃など）の問題

教育費の問題

その他

無回答

21.3

12.0

64.8

21.3

30.6

18.5

1.9

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80


【性別】
性別でみると、男性で「相談する人はいない」が１割半ばとなっています。
[image: image61.emf]N = 123 ％

町内会・自治会の活動

お祭りなどの行事

子ども会やPTA などの活動

学校支援ボランティアや青少年

対策地区委員会の活動

高齢クラブ・婦人会の活動

防災や防犯に関する活動

ボランティア活動

市民活動団体（NPO 法人など）

の活動

行政から委嘱された委員

その他

無回答

37.4

14.6

23.6

21.1

5.7

8.9

31.7

7.3

2.4

8.9

3.3

0 10 20 30 40 50


[image: image62.emf]N = 275 ％

町内会・自治会の集会所

保育所（園）・幼稚園

小・中学校

高齢者福祉施設

障がい者福祉施設

空き家・空き部屋

商店街の空き店舗

地域センター

公民館

図書館

福祉会館

小平元気村おがわ東

その他

無回答

43.6

12.0

27.3

17.5

11.3

16.4

21.5

65.8

54.9

16.7

26.9

10.9

1.5

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80



【年齢別】
年齢別でみると、50～59歳で「相談する人はいない」が、18～29歳で「わからない」が多くなっています。
[image: image63.emf]一人で避難できる 一人で避難できない その他 無回答


[image: image64.emf]N =

781

13.2 84.5 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image65.emf]N = 781 ％

避難が必要な避難行動要支援

者の避難の手助け

安否確認や情報伝達などの声

かけ

避難所での身の回りの世話や

声かけ

自らのことで手一杯で、手助け

をすることは難しい

その他

無回答

37.3

47.5

37.1

28.4

3.5

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80



【地域別】
[image: image66.emf]知っている 少し知っている わからない 無回答

地域別でみると、中央西圏域で「相談する人はいる」が、中央圏域で「相談する人はいない」が多くなっています。
[image: image67.emf]N =

18～29歳 5

30～39歳 14

40～49歳 12

50～59歳 16

60～64歳 17

65～69歳 14

70～74歳 10

75～79歳 6

80～89歳 6

90歳以上 2

28.6

16.7

56.3

41.2

42.9

40.0

66.7

50.0

40.0

50.0

66.7

31.3

47.1

35.7

20.0

16.7

83.3

60.0

14.3

16.7

12.5

11.8

21.4

40.0

16.7

50.0

7.1

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%


【世帯構成別】
[image: image68.emf]N =

781

13.8 82.2 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯構成別でみると、兄弟・姉妹で「相談する人はいない」が多くなっています。
[image: image69.emf]ある ない 無回答



（２）相談先
◇　「家族・親族」が約９割、次いで「友人・知人」が５割半ば
【問12で「１．相談する人はいる」と答えた方にお聞きします。】
問12-1　誰に相談していますか。（あてはまるすべてに○）
「家族・親族」が92.9％と最も多く、次いで「友人・知人」が55.0％、「職場の人」が15.0％となっています。
[image: image70.emf]N =

ひとり暮らし（自分

のみ）

99

配偶者（夫または

妻）

529

息子、娘（息子の

妻、娘の夫も含む）

342

父、母 94

祖父、祖母 9

兄弟・姉妹 48

その他 13
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76.6

100.0

70.8

84.6

14.1

10.0

9.6

11.7

18.8

15.4

4.0

5.9

6.4

10.6

10.4

1.0

1.9

1.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%


[image: image71.emf]N =

781

13.1 46.5 30.1 1.76.8 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（３）民生委員・児童委員の認知度
◇　知らない人が約８割、また半数以上が活動内容がわからない
問13　あなたがお住まいの地域の民生委員・児童委員と、その活動内容をご存じですか。（それぞれの項目について、１つに○）
①　民生委員・児童委員
[image: image72.emf]積極的に声をかけて手助けをする

たまに声をかけて手助けをする

積極的には声をかけないが、頼まれれば手助けをする

その他

特に何もしない

無回答

民生委員・児童委員を「知らない」が78.5％と最も多く、次いで「顔も名前も知っている」が11.8％となっています。
[image: image73.emf]N = 53 ％

忙しく、急いでいたから

手伝いをすることに、恥ずかしさ

を感じたから

手助けをしていいものか、わか

らなかったから

手助けの方法がわからなかっ

たから

他の人が手助けすると思ったか

ら

困っているのを見かけたり、出

会ったりしたことがなかったから

自分も手助けしてほしい状況

だったから

その他

無回答

1.9

5.7

24.5

11.3

0.0

24.5

26.4

17.0

11.3

0 10 20 30 40 50


【年齢別】
[image: image74.emf]N = 39 ％

高齢者や障がいのある方の

日常生活を手助けする活動

子育てを手助けする活動

青少年非行防止の活動

交通安全のための活動

道路の清掃や公園の草取り

などの環境関係の活動

その他

無回答

12.8

23.1

2.6

10.3

30.8

23.1

12.8

0 10 20 30 40 50

年齢別でみると、比較的年齢が高くなるにつれて「顔も名前も知っている」が多くなる傾向にあります。
[image: image75.emf]N =

781

0.5 20.0 17.9 31.0 0.4 27.4 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



②　活動内容
活動内容は「わからない」が57.4％と最も多く、次いで「少し知っている」が31.8％となっています。
[image: image76.emf]聞いたことがある 聞いたことがない 無回答
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4.8
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【年齢別】
年齢別でみると、60～64歳から80～89歳にかけて「知っている」と「少し知っている」を合わせた“知っている”が多くなっています。
[image: image78.emf]ほとんどつきあっていない

会えばあいさつをかわす程度

世間話や立ち話をする程度

一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける

困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりする

その他

無回答


[image: image79.emf]ほとんどつきあっていない

会えばあいさつをかわす程度

世間話や立ち話をする程度

一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける

困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりする

その他

無回答



（４）市の福祉サービスに関する情報の必要性の有無
◇　必要としている人が３割半ば
問14　あなたは、市の子ども、高齢者、障がいのある方などの福祉サービスに関する情報を必要としていますか。（１つに○）
[image: image80.emf]ほとんどつきあっていない

会えばあいさつをかわす程度

世間話や立ち話をする程度

一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける

困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりする

その他

無回答

「必要としていない」が46.7％と最も多く、次いで「必要としている」が35.7％、「わからない」が17.2％となっています。
[image: image81.emf]ほとんどつきあっていない

会えばあいさつをかわす程度

世間話や立ち話をする程度

一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける

困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりする

その他

無回答


【年齢別】
[image: image82.emf]できる限りのお手伝いをしたい

多少のお手伝いはしたい

頼まれれば手伝うが、頼まれなければ特に何もしない

その家庭の問題であるから、家族や親族で解決すればよい

民生委員・児童委員や市などの相談窓口に相談する

その他

よくわからない

無回答

年齢別でみると、30～39歳、75～79歳、80～89歳で「必要としている」が多くなっています。
[image: image83.emf]N =
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（５）福祉サービスに関する情報の入手の可否
◇　ほとんど入手できていない人が約５割
【問14で「１．必要としている」と答えた方にお聞きします。】
問14-1　あなたは、市の子ども、高齢者、障がいのある方などの福祉サービスに関する情報を入手できていますか。（１つに○）
「ほとんど入手できていない」が47.3％と最も多く、次いで「ほぼ入手できている」が39.4％、「入手できている」が12.5％となっています。
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[image: image85.emf]N =
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[image: image86.emf]N =
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（６）市からの情報の入手について感じていること
◇　「特に問題は感じていない」が約４割
問15　市からの情報の入手について、どのように感じていますか。
（あてはまるすべてに○）
「特に問題は感じていない」が42.6％と最も多く、次いで「どこで市の情報を入手すればよいかわからない」が22.2％、「情報量が少ない」が20.9％となっています。
【担い手調査との比較】
一般市民調査は、担い手調査（問15）に比べ、「どこで市の情報を入手すればよいかわからない」が多い半面、「情報伝達が遅い」「視覚障がいのある方への音声コードなど、適切な媒体を通しての情報提供が少ない」が少なくなっています。
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[image: image89.emf]すでに利用している 必要になれば利用したい

将来的には利用することも考えられる 利用は考えていない

その他 わからない

無回答



【年齢別】
年齢別でみると、65～69歳、75～79歳で「情報量が少ない」が、18～29歳で「情報伝達が遅い」が多くなっています。また、50～59歳では「情報の内容がわかりにくい」が多くなっています。一方、30～39歳では「どこで市の情報を入手すればよいかわからない」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	情報量が少ない
	情報伝達が遅い
	情報の内容がわかりにくい
	視覚障がいのある方への音声コードなど、適切な媒体を
通しての情報提供が少ない
	どこで市の情報を入手すればよいかわからない
	その他
	特に問題は感じていない
	無回答

	18～29歳
	63 
	14.3 
	14.3 
	20.6 
	3.2 
	30.2 
	3.2 
	41.3 
	－

	30～39歳
	105 
	18.1 
	7.6 
	21.0 
	－
	37.1 
	1.9 
	34.3 
	1.9 

	40～49歳
	119 
	21.8 
	5.9 
	22.7 
	0.8 
	21.0 
	4.2 
	42.9 
	2.5 

	50～59歳
	126 
	18.3 
	8.7 
	28.6 
	2.4 
	26.2 
	4.0 
	38.9 
	0.8 

	60～64歳
	72 
	22.2 
	6.9 
	20.8 
	5.6 
	18.1 
	2.8 
	45.8 
	4.2 

	65～69歳
	89 
	28.1 
	5.6 
	18.0 
	1.1 
	10.1 
	－
	51.7 
	4.5 

	70～74歳
	72 
	18.1 
	2.8 
	13.9 
	1.4 
	12.5 
	5.6 
	51.4 
	6.9 

	75～79歳
	51 
	27.5 
	9.8 
	13.7 
	－
	15.7 
	5.9 
	39.2 
	9.8 

	80～89歳
	65 
	15.4 
	7.7 
	13.8 
	－
	20.0 
	4.6 
	44.6 
	12.3 

	90歳以上
	6 
	66.7 
	－
	16.7 
	－
	33.3 
	－
	16.7 
	16.7 


[image: image90.emf]N =

781

15.7 40.3 42.3 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（７）市の福祉サービスに関する情報の入手先
◇　「市報こだいらや市のパンフレット」が約７割と最も多い
問16　あなたは、現在または今後、市の福祉サービスに関する情報を入手するとき、どこからが入手しやすいですか。（あてはまるすべてに○）
「市報こだいらや市のパンフレット」が69.8％と最も多く、次いで「市のホームページ」が49.8％、「市役所等の窓口」が26.9％となっています。
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[image: image92.emf]N =

781

87.5 9.7 1.41.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（８）成年後見制度・地域福祉権利擁護事業の認知度
◇　成年後見制度を聞いたことがある人は約７割、地域福祉権利擁護事業は約１割
問17　成年後見制度や地域福祉権利擁護事業について、ご存じですか。　　　　　　　　※①言葉で「聞いたことがある」に○をした方は、②内容へお進みください。　　　　　　　　　　（それぞれの項目について、１つに○）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　言葉　
(1) 成年後見制度
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[image: image94.emf]N =

103

35.9 42.7 19.4 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

成年後見制度を「聞いたことがある」が71.1％、「聞いたことがない」が25.7％となっています。
(2) 地域福祉権利擁護事業
[image: image95.emf]知っている 少し知っている わからない 無回答

地域福祉権利擁護事業を「聞いたことがない」が78.2％、「聞いたことがある」が11.7％となっています。
②　内容　
(1) 成年後見制度
言葉を聞いたことがある人のうち、内容は「少し知っている」が52.6％と最も多く、次いで「知っている」が22.7％、「わからない」が21.6％となっています。
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(2) 地域福祉権利擁護事業
言葉を聞いたことがある人のうち、内容は「わからない」が41.8％と最も多く、次いで「少し知っている」が30.8％、「知っている」が24.2％となっています。
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18～29歳 63

30～39歳 105

40～49歳 119

50～59歳 126

60～64歳 72

65～69歳 89

70～74歳 72

75～79歳 51

80～89歳 65

90歳以上 6

9.5

14.3

9.2

7.9

16.7

11.2

15.3

7.8

15.4

20.6

18.1

32.8

27.8

30.6

28.1

30.6

27.5

20.0

33.3

47.6

45.7

26.1

35.7

38.9

38.2

37.5

27.5

29.2

16.7

6.3

7.6

1.7

1.6

2.2

2.8

4.6

6.3

6.7

10.1

18.3

4.2

10.1

9.7

19.6

16.9

3.4

1.4

1.1

3.9

1.5

33.3

7.9

5.7

14.3

8.7

6.9

6.7

4.2

9.8

4.6

1.6

1.9

2.5

1.4

2.2

3.9

7.7

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（９）成年後見制度の利用意向
◇　必要になれば利用したい人は２割
問18　あなたは、今後、成年後見制度（＊）を利用したいと思いますか。（１つに○）
[image: image100.emf]N =
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「利用は考えていない」が31.0％と最も多く、次いで「わからない」が27.4％、「必要になれば利用したい」が20.0％となっています。
[image: image101.emf]一般市民調査（N=781)

担い手調査（N=394)


＊成年後見制度：認知症、知的障がい、精神障がいなどによって物事を判断する能力が十分では
ない方について、本人の権利を守る援助者（成年後見人など）を選ぶことで、
本人を法律的に支援する制度。
（10）成年後見人などの希望
◇　「家族・親族」が６割半ば
【問18で｢１．すでに利用している｣～「３．将来的には利用することも考えられる」と答えた方にお聞きします。】
問18-1　成年後見制度を利用することになった場合、成年後見人などは誰になってもらいたいですか。すでに利用している方は、成年後見人などをお願いしている方を選んでください。（あてはまるすべてに○）
[image: image102.emf]N =

781

81.2 11.0 6.1 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「家族・親族」が66.3％と最も多く、次いで「専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士）」が41.0％、「社会福祉協議会などの法人」が17.3％となっています。
＊市民後見人：弁護士などの資格は持たないものの、社会貢献への意欲などが高い市民が、社会
福祉協議会等が実施する講習や実習を受けて、家庭裁判所により後見人として選任
[image: image103.emf]N =
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されるもの。

（11）市民後見人への興味
◇　少し興味がある人が１割強
問19　あなたは、市民後見人に興味がありますか。（１つに○）
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「興味はない」が36.6％と最も多く、次いで「わからない」が35.5％、「少し興味がある」が13.4％となっています。
[image: image105.emf]N = 781 ％
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[image: image106.emf]％
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４　地域活動やボランティア活動について
（１）地域活動やボランティア活動への参加状況
◇　参加している人は１割半ば、条件が合えば参加したい人は約４割
問20　あなたは、地域活動やボランティア活動に参加していますか。（１つに○）
「参加したいと思わない」が42.3％と最も多く、次いで「条件が合えば参加したい」が40.3％、「現在、参加している」が15.7％となっています。
[image: image107.emf]一般市民調査

担い手調査


[image: image108.emf]利用したことがある 利用したことはない 無回答


【性別】
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性別でみると、女性の方が「現在、参加している」「条件が合えば参加したい」が多くなっています。
[image: image110.emf]N =
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[image: image111.emf]N =
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【年齢別】
年齢別でみると、40～49歳、75～79歳で「現在、参加している」が、50～59歳、60～64歳で「条件が合えば参加したい」が多くなっています。一方、18～29歳、80～89歳では「参加したいと思わない」が多くなっています。
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[image: image113.emf]一般市民調査（N=781)

担い手調査（N=394)


[image: image114.emf]N = 781 ％
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【地域別】
[image: image115.emf]N =
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地域別でみると、中央圏域で「現在、参加している」が少なくなっています。
[image: image116.emf]N =
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【近所づきあいの程度別】
[image: image117.emf]N = 300 ％
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近所づきあいの程度別でみると、近所づきあいの程度が高くなるにつれて「現在、参加している」が多くなっています。
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（２）参加している地域活動やボランティア活動の種類
◇　「町内会・自治会の活動」が約４割、次いで「ボランティア活動」が約３割
【問20で「１．現在、参加している」と答えた方にお聞きします。】
問20-1　どのような地域活動やボランティア活動に参加していますか。
（あてはまるすべてに○）
「町内会・自治会の活動」が37.4％と最も多く、次いで「ボランティア活動」が31.7％、「子ども会やPTA などの活動」が23.6％となっています。
[image: image120.emf]N = 781
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[image: image121.emf]知っている 知らない 無回答



【性別】
性別でみると、男性で「防災や防犯に関する活動」が多くなっています。
単位：％
	区分
	有効回答数（件）
	町内会・自治会の活動
	お祭りなどの行事
	子ども会やＰＴＡなどの活動
	学校支援ボランティアや青少年対策地区委員会の活動
	高齢クラブ・婦人会の活動
	防災や防犯に関する活動
	ボランティア活動
	市民活動団体（NPO法人など）の活動
	行政から委嘱された委員
	その他
	無回答

	男性
	45 
	40.0 
	13.3 
	11.1 
	17.8 
	2.2 
	20.0 
	33.3 
	8.9 
	2.2 
	15.6 
	6.7 

	女性
	77 
	36.4 
	15.6 
	31.2 
	23.4 
	7.8 
	2.6 
	29.9 
	6.5 
	2.6 
	5.2 
	1.3 


[image: image122.emf]一般市民調査（N=781)

担い手調査（N=394)



【年齢別】
年齢別でみると、60～64歳、70～74歳で「町内会・自治会の活動」が、30～39歳、40～49歳で「子ども会やPTAなどの活動」が多くなっています。また、75歳以上で「高齢クラブ・婦人会の活動」が多くなっています。また、18～29歳で「ボランティア活動」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	町内会・自治会の活動
	お祭りなどの行事
	子ども会やＰＴＡなどの活動
	学校支援ボランティアや青少年対策地区委員会の活動
	高齢クラブ・婦人会の活動
	防災や防犯に関する活動
	ボランティア活動
	市民活動団体（NPO法人など）の活動
	行政から委嘱された委員
	その他
	無回答

	18～29歳
	3 
	－
	33.3 
	－
	33.3 
	－
	－
	66.7 
	－
	－
	－
	－

	30～39歳
	12 
	16.7 
	8.3 
	50.0 
	33.3 
	8.3 
	16.7 
	25.0 
	8.3 
	－
	8.3 
	8.3 

	40～49歳
	30 
	33.3 
	13.3 
	60.0 
	30.0 
	－
	－
	30.0 
	－
	－
	3.3 
	3.3 

	50～59歳
	12 
	33.3 
	16.7 
	8.3 
	41.7 
	－
	16.7 
	33.3 
	8.3 
	－
	8.3 
	－

	60～64歳
	6 
	66.7 
	33.3 
	－
	－
	－
	－
	33.3 
	16.7 
	－
	16.7 
	－

	65～69歳
	16 
	37.5 
	12.5 
	6.3 
	25.0 
	－
	6.3 
	25.0 
	18.8 
	12.5 
	18.8 
	－

	70～74歳
	15 
	66.7 
	26.7 
	6.7 
	6.7 
	6.7 
	13.3 
	26.7 
	13.3 
	－
	－
	6.7 

	75～79歳
	15 
	33.3 
	6.7 
	－
	6.7 
	20.0 
	20.0 
	46.7 
	6.7 
	6.7 
	6.7 
	－

	80～89歳
	9 
	44.4 
	11.1 
	－
	－
	22.2 
	11.1 
	33.3 
	－
	－
	11.1 
	11.1 

	90歳以上
	1 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－


[image: image123.emf]％

小・中学生が「福祉のまちづくり」を学び、

福祉体験など（＊）をする機会の充実

市民を対象とした「福祉のまちづくり」を学び、

福祉体験などをする機会の充実

行事などによる、高齢者や障がいのある方など

との交流の機会の充実

広報・パンフレットやイベントの開催などにより、

「福祉のまちづくり」を広く普及・啓発すること

その他

わからない

無回答
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【地域別】
地域別でみると、西圏域で「町内会・自治会の活動」「高齢クラブ・婦人会の活動」が多くなっています。一方、「子ども会やPTAなどの活動」が少なくなっています。また、中央西圏域で「学校支援ボランティアや青少年対策地区委員会の活動」が、中央東圏域で「子ども会やPTAなどの活動」が、東圏域で「ボランティア活動」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	町内会・自治会の活動
	お祭りなどの行事
	子ども会やＰＴＡなどの活動
	学校支援ボランティアや青少年対策地区委員会の活動
	高齢クラブ・婦人会の活動
	防災や防犯に関する活動
	ボランティア活動
	市民活動団体（NPO法人など）の活動
	行政から委嘱された委員
	その他
	無回答

	西圏域
	24 
	54.2 
	16.7 
	8.3 
	16.7 
	12.5 
	12.5 
	25.0 
	8.3 
	4.2 
	8.3 
	－

	中央西圏域
	29 
	37.9 
	13.8 
	24.1 
	34.5 
	6.9 
	3.4 
	41.4 
	3.4 
	－
	6.9 
	－

	中央圏域
	4 
	－
	25.0 
	25.0 
	25.0 
	－
	－
	－
	25.0 
	－
	25.0 
	－

	中央東圏域
	29 
	34.5 
	20.7 
	34.5 
	27.6 
	6.9 
	13.8 
	20.7 
	3.4 
	－
	10.3 
	3.4 

	東圏域
	36 
	33.3 
	8.3 
	25.0 
	8.3 
	－
	8.3 
	38.9 
	11.1 
	5.6 
	8.3 
	8.3 

	圏域不明
	1 
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－
	－
	－


[image: image124.emf]一般市民調査（N=781)

担い手調査（N=394)



（３）参加しているボランティア活動の内容
◇　「道路の清掃や公園の草取りなどの環境関係の活動」が約３割
【問20-1で「７．ボランティア活動」と答えた方にお聞きします。】
問20-2　ボランティア活動の具体的な内容は、次のどれですか。
（あてはまるすべてに○）
[image: image125.emf]知っている 少し知っている わからない 無回答

「道路の清掃や公園の草取りなどの環境関係の活動」が30.8％と最も多く、次いで「子育てを手助けする活動」が23.1％、「高齢者や障がいのある方の日常生活を手助けする活動」が12.8％となっています。
【年齢別】
年齢別でみると、比較的「道路の清掃や公園の草取りなどの環境関係の活動」が多くなっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％
	区分
	有効回答数（件）
	高齢者や障がいの
ある方の日常生活を手助けする活動
	子育てを手助けする活動
	青少年非行防止の
活動
	交通安全のための
活動
	道路の清掃や公園の草取りなどの環境
関係の活動
	その他
	無回答

	18～29歳
	2 
	100.0 
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	30～39歳
	3 
	－
	33.3 
	－
	33.3 
	66.7 
	33.3 
	－

	40～49歳
	9 
	－
	55.6 
	－
	－
	11.1 
	33.3 
	－

	50～59歳
	4 
	25.0 
	－
	25.0 
	－
	25.0 
	25.0 
	50.0 

	60～64歳
	2 
	－
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－

	65～69歳
	4 
	25.0 
	25.0 
	－
	25.0 
	－
	－
	25.0 

	70～74歳
	4 
	－
	25.0 
	－
	－
	75.0 
	－
	－

	75～79歳
	7 
	14.3 
	14.3 
	－
	28.6 
	28.6 
	14.3 
	28.6 

	80～89歳
	3 
	－
	－
	－
	－
	66.7 
	33.3 
	－

	90歳以上
	1 
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－


[image: image126.emf]N =

一般市民調査 265
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【地域別】
地域別でみると、東圏域で「子育てを手助けする活動」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	高齢者や障がいの
ある方の日常生活を手助けする活動
	子育てを手助けする活動
	青少年非行防止の
活動
	交通安全のための
活動
	道路の清掃や公園の草取りなどの環境
関係の活動
	その他
	無回答

	西圏域
	6 
	－
	16.7 
	－
	50.0 
	33.3 
	16.7 
	16.7 

	中央西圏域
	12 
	16.7 
	8.3 
	－
	8.3 
	33.3 
	33.3 
	8.3 

	中央圏域
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	中央東圏域
	6 
	16.7 
	33.3 
	－
	－
	－
	16.7 
	33.3 

	東圏域
	14 
	14.3 
	35.7 
	7.1 
	－
	35.7 
	21.4 
	7.1 

	圏域不明
	1 
	－
	－
	－
	－
	100.0 
	－
	－


[image: image127.emf]N =

担い手調査 245
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（４）地域活動やボランティア活動に参加するために必要な条件
◇　「参加しやすい時間帯」、「興味のある活動内容」、「参加しやすいところ」が上位
【問20で「２．条件が合えば参加したい」と答えた方にお聞きします。】
問20-3　どのような条件であれば、参加しますか。（あてはまるすべてに○）
「参加しやすい時間帯であれば」が62.9％と最も多く、次いで「興味のある活動内容であれば」が61.0％、「自宅の近くなど、参加しやすいところであれば」が53.3％となっています。
[image: image128.emf]N =

一般市民調査 781

33.9 65.0 1.0
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[image: image129.emf]聞いたことがある 聞いたことがない 無回答



【年齢別】
年齢別でみると、18～29歳で「きっかけ・情報があれば」「興味のある活動内容であれば」が、30～39歳で「子どもを預けたり、介護を代わってもらえれば」が多くなっています。また、60～64歳では、「研修を受けられたら」が、80～89歳では、「自宅の近くなど、参加しやすいところであれば」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	きっかけ・情報があれば
	自宅の近くなど、参加
しやすいところであれば
	参加しやすい時間帯で
あれば
	研修を受けられたら
	近所の人など、顔見知りの人の手伝いであれば
	近所でない、知らない人の手伝いであれば
	興味のある活動内容で
あれば
	子どもを預けたり、介護を代わってもらえれば
	家族などの理解・協力が得られれば
	お金の負担がなければ
	少しでも報酬がもらえるのであれば
	その他
	無回答

	18～29歳
	22 
	77.3 
	40.9 
	50.0 
	9.1 
	9.1 
	4.5 
	86.4 
	4.5 
	－
	22.7 
	13.6 
	－
	－

	30～39歳
	51 
	45.1 
	58.8 
	68.6 
	5.9 
	11.8 
	3.9 
	62.7 
	31.4 
	7.8 
	37.3 
	13.7 
	2.0 
	2.0 

	40～49歳
	50 
	56.0 
	52.0 
	66.0 
	12.0 
	14.0 
	2.0 
	62.0 
	12.0 
	14.0 
	44.0 
	16.0 
	6.0 
	－

	50～59歳
	63 
	58.7 
	47.6 
	69.8 
	15.9 
	4.8 
	3.2 
	65.1 
	－
	12.7 
	38.1 
	14.3 
	4.8 
	－

	60～64歳
	43 
	53.5 
	53.5 
	67.4 
	23.3 
	11.6 
	11.6 
	62.8 
	－
	11.6 
	20.9 
	11.6 
	4.7 
	2.3 

	65～69歳
	34 
	47.1 
	55.9 
	61.8 
	8.8 
	17.6 
	2.9 
	55.9 
	2.9 
	11.8 
	26.5 
	5.9 
	－
	8.8 

	70～74歳
	25 
	28.0 
	64.0 
	52.0 
	12.0 
	8.0 
	－
	44.0 
	－
	12.0 
	24.0 
	12.0 
	4.0 
	4.0 

	75～79歳
	8 
	37.5 
	25.0 
	25.0 
	－
	12.5 
	－
	12.5 
	－
	12.5 
	－
	12.5 
	12.5 
	25.0 

	80～89歳
	14 
	28.6 
	78.6 
	35.7 
	7.1 
	21.4 
	－
	57.1 
	－
	7.1 
	14.3 
	－
	－
	－

	90歳以上
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	－


[image: image130.emf]N =

担い手調査 394

62.2 34.0 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



（５）地域活動やボランティア活動への参加を希望しない理由
◇　「時間的な余裕がないため」が最も多い
【問20で「３．参加したいと思わない」と答えた方にお聞きします。】
問20-4　参加したいと思わないのはなぜですか。（あてはまるすべてに○）
「時間的な余裕がないため」が46.7％と最も多く、次いで「自分の趣味や自由な時間を優先したいため」が26.7％、「精神的な余裕がないため」が24.8％となっています。
[image: image131.emf]N = 781

(1) 車椅子の方や誰もが安全に

     通れる建物の出入口や通路

     （段差をなくす、幅を広げるなど）



(2) 公共施設などのスロープや

     エレベーター、エスカレーター

(3) 車椅子の方や乳幼児を連れた方

     など、誰もが使いやすいトイレ

(4) 歩きやすいように、障がい物

     （看板や放置自転車、電柱など）が

     取り除かれた歩道や道路

(5) 点字ブロックや視覚障がい者用の

     信号機

(6) 車いすやベビーカーなどで

     乗降しやすいノンステップバスや

     リフト付バス

(7) 障がい者等用の駐車場

(8) 大きな文字、絵、複数の言語を

     用いた誰もがわかりやすい

     案内標示

(9) 手話通訳者が配置されていたり、

     音声案内がある施設

(10)  補助犬と同伴での入室が

        配慮された店・レストランなど
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[image: image132.emf]整備されている やや整備されている あまり整備されていない

整備されていない わからない 無回答



【年齢別】
年齢別でみると、18～29歳で「自分の趣味や自由な時間を優先したいため」が、30～39歳で「時間的な余裕がないため」が多くなっています。また、40～49歳で「精神的な余裕がないため」が、70～74歳で「活動を始めるきっかけがないため」「活動に関する情報がないため」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	活動を始めるきっかけが
ないため
	時間的な余裕がないため
	精神的な余裕がないため
	体調不良のため
	あまり人と関わりたくないため
	すでにやっている人を見ると大変そうなため
	活動に関する情報がない
ため
	興味のもてる活動がみつからないため
	家族などの理解・協力が
得られないため
	活動することで報酬などのメリットが得られないため
	自分の趣味や自由な時間を優先したいため
	その他
	無回答

	18～29歳
	38 
	21.1 
	55.3 
	31.6 
	2.6 
	18.4 
	－
	21.1 
	13.2 
	－
	7.9 
	42.1 
	2.6 
	5.3 

	30～39歳
	42 
	19.0 
	76.2 
	26.2 
	2.4 
	14.3 
	2.4 
	11.9 
	7.1 
	－
	11.9 
	26.2 
	－
	4.8 

	40～49歳
	38 
	13.2 
	68.4 
	55.3 
	28.9 
	10.5 
	5.3 
	21.1 
	13.2 
	5.3 
	10.5 
	23.7 
	5.3 
	－

	50～59歳
	50 
	24.0 
	68.0 
	22.0 
	14.0 
	10.0 
	2.0 
	20.0 
	12.0 
	2.0 
	8.0 
	18.0 
	2.0 
	6.0 

	60～64歳
	22 
	18.2 
	59.1 
	40.9 
	22.7 
	9.1 
	－
	13.6 
	－
	－
	4.5 
	31.8 
	4.5 
	4.5 

	65～69歳
	39 
	23.1 
	41.0 
	17.9 
	33.3 
	15.4 
	－
	20.5 
	12.8 
	－
	5.1 
	28.2 
	2.6 
	－

	70～74歳
	30 
	46.7 
	20.0 
	10.0 
	26.7 
	10.0 
	6.7 
	30.0 
	16.7 
	3.3 
	3.3 
	36.7 
	6.7 
	－

	75～79歳
	25 
	24.0 
	4.0 
	20.0 
	32.0 
	20.0 
	－
	－
	8.0 
	－
	－
	28.0 
	16.0 
	4.0 

	80～89歳
	38 
	7.9 
	7.9 
	7.9 
	44.7 
	10.5 
	－
	2.6 
	－
	－
	－
	15.8 
	5.3 
	26.3 

	90歳以上
	4 
	－
	25.0 
	－
	75.0 
	－
	－
	25.0 
	－
	－
	－
	－
	25.0 
	－


[image: image133.emf]聞いたことがある 聞いたことがない 無回答



（６）地域活動やボランティア活動に必要な支援の内容
◇　「活動に関する情報を紹介する」が６割半ばと最も多い
問21　市民が地域活動やボランティア活動をするために、どのような支援が必要だと思いますか。（あてはまるすべてに○）
「活動に関する情報を紹介する」が66.2％と最も多く、次いで「活動の拠点となる場所を提供する」が35.2％、「資金面の援助を充実する」が28.4％となっています。
[image: image134.emf]N =

555

22.7 52.6 21.6 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%


【地域活動やボランティア活動の参加の有無別】
地域活動やボランティア活動の参加の有無別でみると、条件が合えば参加したいで「活動に関する情報を紹介する」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	活動に関する情報を紹介する
	活動に携わる人やリーダーを育成する
	活動の声かけを
する人を育成する
	活動に関する研修を行う
	資金面の援助を
充実する
	学校での福祉教育を充実する
	活動の拠点となる場所を提供する
	その他
	無回答

	現在、参加している
	123 
	69.1 
	33.3 
	23.6 
	22.0 
	30.9 
	13.8 
	43.9 
	3.3 
	1.6 

	条件が合えば参加したい
	315 
	74.9 
	31.7 
	27.3 
	28.6 
	32.7 
	16.8 
	39.7 
	1.0 
	1.3 

	参加したいと思わない
	330 
	58.8 
	20.0 
	14.5 
	15.2 
	24.2 
	13.9 
	29.1 
	5.2 
	9.4 


[image: image135.emf]N = 781 ％

活動に関する情報を紹介する

活動に携わる人やリーダーを育成する

活動の声かけをする人を育成する
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その他

無回答
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（７）地域活動やボランティア活動の拠点の希望
◇　「地域センター」が６割半ば
【問21で「７．活動の拠点となる場所を提供する」と答えた方にお聞きします。】
問21-1　活動の拠点として、どのようなところがよいと思いますか。
（あてはまるすべてに○）
「地域センター」が65.8％と最も多く、次いで「公民館」が54.9％、「町内会・自治会の集会所」が43.6％となっています。
[image: image136.emf]％

施設（建築物・道路・公園・

公共交通機関など）のバリアフリー化

子育てのための施設整備

（授乳室・おむつ交換台など）

施設整備の際の市民参画

小・中学校における福祉教育

市民を対象とした福祉体験事業

心のバリアフリーの啓発のための

講演会

だれもがわかりやすい広報物・

ホームページの作成

大きな文字、絵などを用いた、

だれもがわかりやすい案内標示の設置

手話などの障がい特性に応じた

イベント・会議などにおける情報保障

バリアフリーマップ（だれでもトイレの

場所など）などによるバリアフリー

情報の提供

その他

わからない

無回答
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[image: image137.wmf]

５　防災について
（１）一人での避難の可否
◇　一人で避難できない人が約１割
問22　地震や風水害などが起こった時、あなたは避難場所などの安全な場所へ一人で避難できますか。（１つに○）
[image: image138.emf]N =

18～29歳 63

30～39歳 105

40～49歳 119

50～59歳 126

60～64歳 72

65～69歳 89

70～74歳 72

75～79歳 51

80～89歳 65

90歳以上 6

12.7

49.5

35.3

29.4

33.3

31.5

27.8

49.0

52.3

83.3

71.4

34.3

43.7

60.3

51.4

52.8

51.4

29.4

18.5

16.7

15.9

16.2

19.3

10.3

13.9

15.7

20.8

21.6

29.2

1.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「一人で避難できる」が87.5％、「一人で避難できない」が9.7％となっています。
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【年齢別】
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年齢別でみると、75～79歳、80～89歳で「一人で避難できない」が多くなっています。
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【地域別】
地域別でみると、大きな差異はみられません。
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(12)  小平市教育相談室

(1) 市民相談

(2) 地域包括支援センター

(3) 障害者福祉センター（愛称：たいよう福祉センター）、

　　あおぞら福祉センター

(5) こだいら生活相談支援センター

(6) こだいらボランティアセンター

(7) 子育て相談室

(8) 子ども家庭支援センター

(9) 健康センター（健康相談）

(10)  ひとり親相談

(11)  子育て・女性相談室

(19)  東京都国民健康保険団体連合会

(13)  東京都多摩小平保健所

(14)  東京都小平児童相談所

(15)  市立保育園・学童クラブ・児童館に関する第三者委員

(16)  施設などの各事業者における第三者委員

(17)  権利擁護センターこだいら

(18)  福祉サービス運営適正化委員会
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（２）避難支援者の有無
◇　「家族・親族」が約７割
【問22で「２．一人で避難できない」と答えた方にお聞きします。】
問22-1　地震や風水害などが起こった時、誰か避難を手助けしてくれる方はいますか。　（あてはまるすべてに○）
「家族・親族」が69.7％と最も多く、次いで「近所の人」が17.1％となっています。
[image: image145.emf]％

(1) 市民相談

(2) 地域包括支援センター

(3) 障害者福祉センター（愛称：たいよう福祉センター）、

     あおぞら福祉センター

(5) こだいら生活相談支援センター

(6) こだいらボランティアセンター

(7) 子育て相談室

(8) 子ども家庭支援センター

(9) 健康センター（健康相談）

(10)  ひとり親相談

(11)  子育て・女性相談室

(12)  小平市教育相談室

(13)  東京都多摩小平保健所

(14)  東京都小平児童相談所

(15)  市立保育園・学童クラブ・児童館に関する第三者委員

(16)  施設などの各事業者における第三者委員

(17)  権利擁護センターこだいら

(18)  福祉サービス運営適正化委員会

(19)  東京都国民健康保険団体連合会

69.0

46.5

39.9

38.8

26.2

25.5

35.6

30.9

66.8

23.2

25.6

28.2

62.5

41.6

26.6

9.0

8.8

6.3

17.3

82.5

78.7

68.8

69.0

52.8

60.4

58.6

55.1

80.7

37.8

44.2

50.3

81.7

68.3

41.6

28.4

39.8

18.8

38.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100


（３）避難行動要支援者登録名簿の認知度
◇　避難行動要支援者登録名簿を聞いたことがある人は約１割
問23　災害時に自力で避難することが困難で、市が消防署などに個人情報を提供することの同意を得られた方を、避難行動要支援者として名簿を作成し、避難支援に活用しています。その取組（避難行動要支援者登録名簿）をご存じですか。　　　　　　　※①言葉で「聞いたことがある」に○をした方は、②内容へお進みください。　　　　　（それぞれの項目について、１つに○）
①　言葉
[image: image146.png]


言葉を「聞いたことがない」が84.5％、「聞いたことがある」が13.2％となっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、60～64歳で「聞いたことがある」が23.6％と多くなっています。
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②　内容
言葉を聞いたことがある人のうち、内容は「少し知っている」が42.7％と最も多く、次いで「知っている」が35.9％、「わからない」が19.4％となっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、50～59歳で「知っている」が、40～49歳で「少し知っている」が多くなっています。
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（４）地域の防災訓練ですべき内容
◇　「車椅子の方などの避難所への移動を支援する訓練」が４割を超え最も多い
問24　地域の防災訓練では、どのような訓練をするべきだと思いますか。
（あてはまるものに３つまで○）
[image: image156.png]


「車椅子の方などの避難所への移動を支援する訓練」が41.2％と最も多く、次いで「避難行動要支援者の自宅を訪問し、安否確認をする訓練」が40.6％、「避難所の運営訓練」が40.2％となっています。
【地域別】
地域別でみると、西圏域で「避難行動要支援者の自宅を訪問し、安否確認をする訓練」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	車椅子の方などの
避難所への移動を
支援する訓練
	避難行動要支援者の自宅を訪問し、安否確認をする訓練
	消火訓練
	応急治療や担架搬送訓練
	炊出し訓練
	避難所の運営訓練
	その他
	無回答

	西圏域
	132 
	46.2 
	50.8 
	33.3 
	34.8 
	15.9 
	43.2 
	1.5 
	7.6 

	中央西圏域
	172 
	43.6 
	40.1 
	32.6 
	35.5 
	16.9 
	37.8 
	2.9 
	8.7 

	中央圏域
	42 
	38.1 
	38.1 
	35.7 
	38.1 
	16.7 
	42.9 
	－
	7.1 

	中央東圏域
	166 
	34.3 
	36.1 
	36.1 
	41.6 
	18.7 
	42.8 
	2.4 
	10.2 

	東圏域
	253 
	43.1 
	39.1 
	32.8 
	35.6 
	16.6 
	37.9 
	2.4 
	10.7 

	圏域不明
	16 
	25.0 
	37.5 
	25.0 
	12.5 
	6.3 
	43.8 
	－
	12.5 
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（５）災害時に支援を必要とする方への支援
◇　「災害用トイレなどの設置」が約５割、次いで「医療支援」が約４割
問25　災害時に支援を必要とする方の支援策として、何が必要だと思いますか。
（あてはまるものに３つまで○）
「避難所における広さのある災害用トイレなどの設置」が52.6％と最も多く、次いで「避難所における病気やけがの医療支援」が42.0％、「要配慮者の避難生活の支援をするボランティアの確保」が28.8％となっています。
[image: image158.png]



＊要配慮者：高齢者、障がいのある方、妊産婦など、災害から自らを守るために安全な場所に避難するなどの災害時の一連の行動をとるのに支援を必要とする方のこと。
[image: image159.png]




【地域別】
地域別でみると、中央圏域、中央東圏域で「避難所における要配慮者に配慮した食事の提供」が、中央圏域で「避難所における病気やけがの医療支援」が、西圏域で「大人用おむつなど要配慮者の生活用品の確保」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	避難行動要支援者一人一人の支援をする人を決めておく
こと
	避難所における広さのある
災害用トイレなどの設置
	避難所における要配慮者に
配慮した食事の提供
	大人用おむつなど要配慮者の生活用品の確保
	避難所における要配慮者の
専用スペースの確保
	要配慮者の避難生活の支援をするボランティアの確保
	避難所における病気やけがの医療支援
	福祉避難所の入所スペースの確保
	その他
	無回答

	西圏域
	132 
	20.5 
	54.5 
	18.9 
	36.4 
	22.0 
	25.0 
	47.0 
	18.9 
	2.3 
	10.6 

	中央西圏域
	172 
	22.7 
	50.0 
	11.0 
	25.0 
	31.4 
	29.7 
	42.4 
	15.1 
	2.3 
	11.0 

	中央圏域
	42 
	23.8 
	52.4 
	23.8 
	19.0 
	33.3 
	23.8 
	52.4 
	11.9 
	2.4 
	11.9 

	中央東圏域
	166 
	22.9 
	51.2 
	25.9 
	25.3 
	22.9 
	29.5 
	41.6 
	9.6 
	2.4 
	12.7 

	東圏域
	253 
	26.1 
	53.4 
	17.8 
	28.5 
	28.5 
	31.6 
	38.3 
	15.0 
	1.2 
	9.1 

	圏域不明
	16 
	12.5 
	68.8 
	－
	12.5 
	37.5 
	12.5 
	31.3 
	25.0 
	－
	12.5 
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（６）避難行動要支援者へできる手助けや対応
◇　「安否確認や情報伝達などの声かけ」が４割半ば
問26　あなたは発災時（後）において、避難行動要支援者にどのような手助けや対応ができますか。（あてはまるすべてに○）
「安否確認や情報伝達などの声かけ」が47.5％と最も多く、次いで「避難が必要な避難行動要支援者の避難の手助け」が37.3％、「避難所での身の回りの世話や声かけ」が37.1％となっています。
[image: image161.png]



【年齢別】
年齢別でみると、50～59歳で「避難が必要な避難行動要支援者の避難の手助け」が、60～64歳、70～74歳で「安否確認や情報伝達などの声かけ」「避難所での身の回りの世話や声かけ」が多くなっています。一方、80～89歳では「自らのことで手一杯で、手助けをすることは難しい」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	避難が必要な避難行動要支援者の
避難の手助け
	安否確認や情報
伝達などの声かけ
	避難所での身の回りの世話や声かけ
	自らのことで手一杯で、手助けをすることは難しい
	その他
	無回答

	18～29歳
	63 
	39.7 
	39.7 
	38.1 
	28.6 
	3.2 
	－

	30～39歳
	105 
	29.5 
	43.8 
	30.5 
	31.4 
	7.6 
	－

	40～49歳
	119 
	42.0 
	51.3 
	47.1 
	24.4 
	3.4 
	4.2 

	50～59歳
	126 
	47.6 
	50.8 
	31.7 
	19.0 
	2.4 
	0.8 

	60～64歳
	72 
	40.3 
	59.7 
	51.4 
	15.3 
	1.4 
	－

	65～69歳
	89 
	43.8 
	50.6 
	39.3 
	23.6 
	5.6 
	2.2 

	70～74歳
	72 
	37.5 
	61.1 
	51.4 
	20.8 
	2.8 
	－

	75～79歳
	51 
	15.7 
	37.3 
	25.5 
	41.2 
	2.0 
	11.8 

	80～89歳
	65 
	24.6 
	29.2 
	18.5 
	61.5 
	－
	4.6 

	90歳以上
	6 
	16.7 
	16.7 
	16.7 
	100.0 
	－
	－
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【地域別】
地域別でみると、中央圏域で「避難が必要な避難行動要支援者の避難の手助け」が、西圏域で「避難所での身の回りの世話や声かけ」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	避難が必要な避難
行動要支援者の避難
の手助け
	安否確認や情報伝達
などの声かけ
	避難所での身の回り
の世話や声かけ
	自らのことで手一杯で、手助けをすることは難しい
	その他
	無回答

	西圏域
	132 
	36.4 
	48.5 
	44.7 
	25.0 
	6.1 
	2.3 

	中央西圏域
	172 
	37.8 
	52.9 
	35.5 
	25.6 
	2.9 
	2.9 

	中央圏域
	42 
	45.2 
	47.6 
	26.2 
	23.8 
	2.4 
	4.8 

	中央東圏域
	166 
	38.0 
	44.0 
	31.3 
	31.3 
	4.8 
	2.4 

	東圏域
	253 
	35.6 
	47.0 
	40.7 
	30.0 
	2.0 
	0.8 

	圏域不明
	16 
	37.5 
	25.0 
	25.0 
	43.8 
	－
	6.3 


【近所づきあいの程度別】
近所づきあいの程度別でみると、困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりするで「避難が必要な避難行動要支援者の避難の手助け」が、また、一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける、困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりするで「避難所での身の回りの世話や声かけ」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	避難が必要な避難
行動要支援者の避難の手助け
	安否確認や情報伝達などの声かけ
	避難所での身の回りの世話や声かけ
	自らのことで手一杯で、手助けをすることは難しい
	その他
	無回答

	ほとんどつきあっていない
	85 
	40.0 
	36.5 
	32.9 
	35.3 
	5.9 
	－

	会えばあいさつをかわす程度
	358 
	38.8 
	46.6 
	33.2 
	28.2 
	2.5 
	2.0 

	世間話や立ち話をする程度
	241 
	34.9 
	51.9 
	39.8 
	27.0 
	3.3 
	2.1 

	一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける
	42 
	28.6 
	47.6 
	50.0 
	31.0 
	4.8 
	2.4 

	困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりする
	39 
	46.2 
	48.7 
	53.8 
	12.8 
	5.1 
	7.7 

	その他
	4 
	25.0 
	50.0 
	50.0 
	25.0 
	－
	－
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【地域活動やボランティア活動の参加の有無別】
地域活動やボランティア活動の参加の有無別でみると、現在、参加しているで「安否確認や情報伝達などの声かけ」が、参加したいと思わないで「自らのことで手一杯で、手助けをすることは難しい」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	避難が必要な避難行動
要支援者の避難の手助け
	安否確認や情報伝達などの声かけ
	避難所での身の回りの
世話や声かけ
	自らのことで手一杯で、
手助けをすることは難しい
	その他
	無回答

	現在、参加している
	123 
	43.9 
	61.8 
	47.2 
	20.3 
	3.3 
	2.4 

	条件が合えば参加したい
	315 
	42.9 
	55.9 
	44.4 
	18.4 
	3.2 
	1.0 

	参加したいと思わない
	330 
	30.9 
	35.5 
	27.3 
	40.6 
	3.9 
	2.1 
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６　生活困窮者の自立支援について
（１）生活困窮者自立支援法（制度）の認知度
◇　生活困窮者自立支援法（制度）を聞いたことがある人は４割以上
問27　生活困窮者自立支援法（制度）について、ご存じですか。　　　　　　　　　　　　　※①言葉で「聞いたことがある」に○をした方は、②内容へお進みください。
（それぞれの項目について、１つに○）　　　
①　言葉
[image: image165.png]


言葉を「聞いたことがない」が56.6％、「聞いたことがある」が42.3％となっています。
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【年齢別】
[image: image167.png]


年齢別でみると、70～74歳で「聞いたことがある」が56.9％と多くなっています。
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②　内容
言葉を聞いたことがある人のうち、内容は「少し知っている」が48.8％と最も多く、次いで「わからない」が40.6％となっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、18～29歳で「少し知っている」が65.2％と多くなっています。
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（２）生活に困窮したことの有無
◇　「ない」が８割以上
問28　これまでに生活に困窮したことはありますか。（１つに○）
「ない」が82.2％、「ある」が13.8％となっています。
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（３）生活に困窮した理由
◇　「失業・低収入の問題」が６割半ば
【問28で「１．ある」と答えた方にお聞きします。】
問28-1　生活に困窮した理由について教えてください。（あてはまるすべてに○）
「失業・低収入の問題」が64.8％と最も多く、次いで「住まい（家賃など）の問題」が30.6％、「傷病・障がいの問題」、「医療費の問題」が21.3％となっています。
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（４）経済的に困窮した場合に必要な支援の内容
◇　「自立に関する相談支援」、「子どもの学習支援の場の提供など」、「宿泊場所や衣食の
提供」が上位
問29　もし、経済的に困窮し最低限度の生活を維持することができなくなったとして、必要と思われる支援内容は、次のどれですか。（あてはまるものに３つまで○）
「就労その他の自立に関する相談支援を行う事業」が51.9％と最も多く、次いで「経済的理由により学習の機会が少ない子どもに対し、学習支援の場を提供するなどの事業」が47.4％、「住居のない人に対し一定期間宿泊場所や衣食の提供を行う事業」が39.7％となっています。
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７　福祉のまちづくりの推進について
（１）福祉のまちづくりに関する取組の認知度
◇　「だれでもトイレの設置」、「小・中学校のバリアフリー化」、「音声広報」の認知度が
比較的高い
問30　(1)～(11)のそれぞれの項目について、市が実施している福祉のまちづくり（＊）に関する取組をご存じですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※①見聞きの有無で「見聞きしたことがある」に○をした方は、②内容へお進みく　　　　　　ださい。　　　　　　　　　　　　　　（それぞれの項目について、１つに○）
①　見聞きの有無
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「見聞きしたことがある」では、(2) だれでもトイレの設置が34.2％で最も多く、次いで、(9) 小・中学校のバリアフリー化が28.3％、(1) 音声広報が28.0％となっています。また、「見聞きしたことがない」では、(7) 磁気ループの設置・配置が89.4％で最も多く、次いで、(8) 赤ちゃん・ふらっとが85.0％、(3) 耳マークの設置が84.5％となっています。
＊福祉のまちづくり：高齢者や障がいのある方を含めたすべての人が、安全で、安心して、かつ、快適に暮らし、又は訪れることができるまちづくりを推進するための取組のこと。
[image: image181.png]




②　内容
[image: image182.png]


見聞きしたことがある人のうち、内容を「知っている」と「少し知っている」を合わせた“知っている”では、(2) だれでもトイレの設置が90.6％で最も多くなっています。また、 (7) 磁気ループの設置・配置が42.8％で最も少なくなっています。
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【問30の用語解説】
＊１　音声広報
カセットテープやＣＤ－Ｒを月２回発送。
＊２　だれでもトイレの設置
高齢者、障がいのある方、子育て中の方など、誰もが使いやすくなっているトイレ。
＊３　耳マークの設置
耳の不自由な方へ筆談ができることを示す耳マークを、市の窓口に設置。
＊４　手話通訳者の配置
耳の不自由な方の意思疎通のため、月２回健康福祉事務センター入口に、手話通訳者を配置。
＊５　ヘルプカード
障がいのある方が、災害時などに周囲へ支援を求める際に活用するカード。
＊６　ヘルプマーク
内部障がいのある方など、外見からは分からないが援助や配慮を必要としていることを知ら
せるマーク。
＊７　磁気ループの設置・配置
補聴器を使用している方が、会議室等で音声を正確に聞き取るためのもので、なかまちテラ
ス、ルネこだいらに設置・配置。
＊８　赤ちゃん・ふらっと
赤ちゃんを連れた方が安心して外出を楽しめるように、おむつ替えや授乳のためにふらっと
立ち寄ることができるスペースの愛称。
＊９　小・中学校のバリアフリー化
エレベーター、だれでもトイレの設置。
＊10　小学校の福祉体験学習
車椅子体験、ガイドヘルプ体験、手話学習、当事者による講話・交流等。
＊11　図書館のハンディキャップ（障がいのある方向け）サービス
デイジー（録音）図書、布絵本等。
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（２）建築物、道路・交通機関等及び情報案内等のバリアフリー化の状況
◇　「公共施設などのスロープやエレベーター、エスカレーター」、「障がい者等用の駐車
場」が上位
問31　（1）～（10）のそれぞれの項目について、現在、小平市の建築物や道路、公園、公共交通機関、情報案内などについて、高齢者や障がいのある方、妊婦、子どもを連れた方などが利用しやすいように整備されていると思いますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（それぞれの項目について、１つに○）
「整備されている」と「やや整備されている」を合わせた“整備されている”では、(2) 公共施設などのスロープやエレベーター、エスカレーターが56.5％で最も多く、次いで、(7) 障がい者等用の駐車場が51.8％、(6) 車いすやベビーカーなどで乗降しやすいノンステップバスやリフト付バスが43.9％となっています。
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また、「あまり整備されていない」と「整備されていない」を合わせた“整備されていない”では、(4) 歩きやすいように、障がい物（看板や放置自転車、電柱など）が取り除かれた歩道や道路が60.1%と最も多く、次いで(10) 補助犬と同伴での入室が配慮された店・レストランなどが43.3％、(8) 大きな文字、絵、複数の言語を用いた誰もがわかりやすい案内標示が42.9%となっています。
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【担い手調査との比較】
一般市民調査では、担い手調査（問20）に比べ、「(3) 車椅子の方や乳幼児を連れた方など、誰もが使いやすいトイレ」「(7) 障がい者等用の駐車場」で“整備されている”が多くなっています。また、「(2) 公共施設などのスロープやエレベーター、エスカレーター」で“整備されている”が少なくなっています。
一方、担い手調査に比べ、すべての項目で“整備されていない”が少なくなっています。
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（３）外出先での手助けの有無
◇　「たまに声をかけて手助けをする」が４割半ば
問32　街中で、高齢者や障がいのある方、妊婦、子どもを連れた方などを見かけた時、車椅子やベビーカーを手助けしたり、誘導したり、乗り物で席を譲るなどの手助けをすることはありますか。（１つに○）
「たまに声をかけて手助けをする」が46.5％と最も多く、次いで「積極的には声をかけないが、頼まれれば手助けをする」が30.1％、「積極的に声をかけて手助けをする」が13.1％となっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、18～29歳、50～59歳で「積極的には声をかけないが、頼まれれば手助けをする」が、80～89歳で「特に何もしない」が多くなっています。
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【近所づきあいの程度別】
近所づきあいの程度別でみると、近所づきあいの程度が高くなるにつれて、「積極的に声をかけて手助けをする」「たまに声をかけて手助けをする」が多くなる傾向にあります。
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【地域活動やボランティア活動の参加の有無別】
地域活動やボランティア活動の参加の有無別でみると、現在、参加しているで「積極的に声をかけて手助けをする」が多くなっています。また、現在、参加している、条件が合えば参加したいで「たまに声をかけて手助けをする」が多くなっています。
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（４）手助けをしない理由
◇　「自分も手助けしてほしい状況だったから」が２割半ば
【問32で「５．特に何もしない」と答えた方にお聞きします。】
問32-1　特に何もしない理由は何ですか。（あてはまるすべてに○）
「自分も手助けしてほしい状況だったから」が26.4％と最も多く、次いで「手助けをしていいものか、わからなかったから」「困っているのを見かけたり、出会ったりしたことがなかったから」が24.5％となっています。
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（５）心のバリアフリーの認知度
◇　心のバリアフリーを聞いたことがある人は約３割
問33　「心のバリアフリー」について、ご存じですか。　　　　　　　　　　　　　　　　※①言葉で「聞いたことがある」に○をした方は、②内容へお進みください。　　　　（それぞれの項目について、１つに○）
①　言葉
言葉を「聞いたことがない」が65.0％、「聞いたことがある」が33.9％となっています。
【担い手調査との比較】
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一般市民調査では、担い手調査（問21）に比べ、「聞いたことがない」が多くなっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、18～29歳、60～64歳、70～74歳で「聞いたことがある」が40％台と多くなっています。
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②　内容
言葉を聞いたことがある人のうち、内容は「少し知っている」が52.8％と最も多く、次いで「わからない」が25.7％、「知っている」が20.8％となっています。
【担い手調査との比較】
一般市民調査では、担い手調査（問21）に比べ、「知っている」が少なくなっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、18～29歳で「知っている」が、40～49歳で「少し知っている」が多くなっています。
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（６）心のバリアフリーを進めるために必要な取組
◇　『小・中学生が「福祉のまちづくり」を学び、福祉体験などをする機会の充実』が
約５割
問34　以前から、高齢者、障がいのある方、子育て中の方などが安心して日常生活や　　　社会生活ができるようにするためには、施設整備（ハード面）だけではなく、その困難を自らの問題として認識し、心のバリアを取り除き、積極的に協力する「心のバリアフリー」が重要だと言われています。心のバリアフリーを進めるためには、どのような取組が必要だと思いますか。（あてはまるものに２つまで○）
「小・中学生が「福祉のまちづくり」を学び、福祉体験などをする機会の充実」が51.5％と最も多く、次いで「広報・パンフレットやイベントの開催などにより、「福祉のまちづくり」を広く普及・啓発すること」が32.9％、「市民を対象とした「福祉のまちづくり」を学び、福祉体験などをする機会の充実」が31.0％となっています。
【担い手調査との比較】
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一般市民調査では、担い手調査（問22）に比べ、「広報・パンフレットやイベントの開催などにより、「福祉のまちづくり」を広く普及・啓発すること」が多くなっています。
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＊福祉体験など：車椅子体験、ガイドヘルプ体験、点字学習、手話学習、高齢者疑似体験、当事者による講話や交流などのこと。
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（７）福祉のまちづくりを進めるために必要な取組
◇　「施設のバリアフリー化」、「小・中学校における福祉教育」、「わかりやすい広報物・
ホームページの作成」が上位
問35　福祉のまちづくりを進めるためには、どのような取組が必要だと思いますか。　　（あてはまるすべてに○）
「施設（建築物・道路・公園・公共交通機関など）のバリアフリー化」が67.9％と最も多く、次いで「小・中学校における福祉教育」が54.0％、「だれもがわかりやすい広報物・ホームページの作成」が41.4％となっています。
【担い手調査との比較】
一般市民調査では、担い手調査（問23）に比べ、「だれもがわかりやすい広報物・ホームページの作成」が多くなっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、30～39歳で「子育てのための施設整備（授乳室・おむつ交換台など）」が、60～64歳で「施設整備の際の市民参画」が多くなっています。また、65～69歳では「大きな文字、絵などを用いた、だれもがわかりやすい案内標示の設置」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	施設（建築物・道路・公園・公共交通機関など）の
バリアフリー化
	子育てのための施設整備（授乳室・おむつ交換台など）
	施設整備の際の市民参画
	小・中学校における福祉教育
	市民を対象とした福祉体験事業
	心のバリアフリーの啓発のための講演会
	だれもがわかりやすい広報物・ホームページの作成
	大きな文字、絵などを用いた、だれもがわかりやすい
案内標示の設置
	手話などの障がい特性に応じたイベント・会議などに
おける情報保障
	バリアフリーマップ（だれでもトイレの場所など）などによるバリアフリー情報の提供
	その他
	わからない
	無回答

	18～29歳
	63 
	52.4 
	47.6 
	15.9 
	46.0 
	28.6 
	11.1 
	30.2 
	28.6 
	15.9 
	28.6 
	3.2 
	3.2 
	1.6 

	30～39歳
	105 
	74.3 
	64.8 
	11.4 
	51.4 
	22.9 
	6.7 
	39.0 
	26.7 
	12.4 
	37.1 
	4.8 
	2.9 
	1.0 

	40～49歳
	119 
	69.7 
	44.5 
	20.2 
	57.1 
	38.7 
	21.0 
	38.7 
	33.6 
	12.6 
	26.9 
	2.5 
	3.4 
	2.5 

	50～59歳
	126 
	73.8 
	38.1 
	16.7 
	60.3 
	32.5 
	25.4 
	42.9 
	37.3 
	16.7 
	42.1 
	5.6 
	4.0 
	0.8 

	60～64歳
	72 
	58.3 
	27.8 
	27.8 
	58.3 
	34.7 
	25.0 
	48.6 
	34.7 
	9.7 
	40.3 
	1.4 
	4.2 
	1.4 

	65～69歳
	89 
	70.8 
	38.2 
	18.0 
	51.7 
	22.5 
	21.3 
	49.4 
	53.9 
	7.9 
	46.1 
	2.2 
	3.4 
	1.1 

	70～74歳
	72 
	73.6 
	40.3 
	20.8 
	63.9 
	19.4 
	22.2 
	43.1 
	45.8 
	8.3 
	43.1 
	－
	－
	2.8 

	75～79歳
	51 
	66.7 
	31.4 
	15.7 
	45.1 
	17.6 
	15.7 
	41.2 
	45.1 
	－
	37.3 
	－
	7.8 
	5.9 

	80～89歳
	65 
	61.5 
	18.5 
	7.7 
	47.7 
	18.5 
	16.9 
	38.5 
	41.5 
	4.6 
	41.5 
	－
	7.7 
	6.2 

	90歳以上
	6 
	66.7 
	－
	16.7 
	16.7 
	33.3 
	16.7 
	50.0 
	33.3 
	－
	50.0 
	－
	16.7 
	－
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８　市の地域福祉について
（１）相談窓口の認知度と利用の有無
◇　「市民相談」、「健康センター（健康相談）」、「保健所」の認知度が高い
問36　あなたは次の(1)～(19)のそれぞれの項目の相談窓口についてご存じですか。また、利用したことがありますか。（それぞれの項目について、１つに○）　　　　　　　　　※①窓口の認知で「知っている」に○をした方は、②利用の有無へお進みください。
1 　窓口の認知
窓口を「知っている」では、(1) 市民相談が69.0％で最も多く、次いで、(9) 健康センター（健康相談）が66.8％、(13) 東京都多摩小平保健所が62.5％となっています。　　
また、窓口を「知らない」では、(18) 福祉サービス運営適正化委員会が86.7％と最も多く、次いで、(17) 権利擁護センターこだいらが 84.3％、(16) 施設などの各事業者における第三者委員が 84.1％となっています。
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【担い手調査との比較】（「知っている」の割合）
一般市民調査では、担い手調査（問27）に比べ、すべての項目で「知っている」が
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少なくなっています。
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2 　利用の有無
窓口を知っている人のうち、窓口を「利用したことがある」では、(9) 健康センター（健康相談）が32.0％で最も多く、次いで、(13)  東京都多摩小平保健所が27.3％、(2) 地域包括支援センターが22.0％となっています。
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また、窓口を「利用したことはない」では、(10) ひとり親相談が96.1％、(5) こだいら生活相談支援センターが94.1％、(11) 子育て・女性相談室が94.0％と多くなっています。
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【担い手調査との比較】（「利用したことがある」の割合）
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一般市民調査では、担い手調査（問27）に比べ、(15) 市立保育園・学童クラブ・児童館に関する第三者委員を除き、すべての項目で「利用したことがある」が少なくなっています。
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（２）必要な住民同士の助け合い活動
◇　「あいさつや声かけ」が８割半ばと最も多く、次いで「災害時の避難誘導・助け合い」
が約６割
問37　誰もが住み慣れた地域の中で安心して暮らせるためには、どのような住民同士の助け合い活動が必要だと思いますか。（あてはまるすべてに○）
「あいさつや声かけ」が85.1％と最も多く、次いで「災害時の避難誘導・助け合い」が61.2％、「見守り・安否確認」が53.8％となっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、70～74歳で「徘徊の見守りなど、認知症高齢者への支援」「買物に困っている方への買物支援」が多くなっています。18～29歳はほぼどの項目でも一番少ない傾向がある半面、「子育ての相談」「子育て期の親や子と交流」「障がいのある方（障がい児を含む）との交流」が多くなっています。反面、75～79歳は「子育ての相談」「子育て期の親や子との交流」「障がいのある方（障がい児を含む）との交流」が一番少なくなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	あいさつや声かけ
	見守り・安否確認
	コミュニティサロン
活動（子どもから高齢者の居場所づくり）
	子育ての相談
	子育て期の親や子との交流
	高齢者や障がいのある方などの身の回りの
手伝い
	高齢者や障がいのある方などの食事などの
世話
	高齢者や障がいのある方などの外出支援

	18～29歳
	63 
	71.4 
	38.1 
	17.5 
	28.6 
	39.7 
	9.5 
	6.3 
	9.5 

	30～39歳
	105 
	89.5 
	51.4 
	34.3 
	24.8 
	40.0 
	20.0 
	9.5 
	14.3 

	40～49歳
	119 
	84.9 
	53.8 
	35.3 
	26.9 
	40.3 
	22.7 
	9.2 
	18.5 

	50～59歳
	126 
	83.3 
	55.6 
	37.3 
	24.6 
	21.4 
	23.8 
	15.1 
	19.8 

	60～64歳
	72 
	91.7 
	59.7 
	40.3 
	18.1 
	31.9 
	26.4 
	11.1 
	12.5 

	65～69歳
	89 
	82.0 
	59.6 
	34.8 
	16.9 
	21.3 
	16.9 
	11.2 
	20.2 

	70～74歳
	72 
	90.3 
	58.3 
	41.7 
	25.0 
	29.2 
	27.8 
	18.1 
	20.8 

	75～79歳
	51 
	86.3 
	51.0 
	27.5 
	13.7 
	15.7 
	21.6 
	13.7 
	15.7 

	80～89歳
	65 
	87.7 
	53.8 
	27.7 
	13.8 
	16.9 
	20.0 
	13.8 
	16.9 

	90歳以上
	6 
	66.7 
	50.0 
	16.7 
	16.7 
	16.7 
	33.3 
	33.3 
	16.7 


	区分
	徘徊の見守りなど、
認知症高齢者への
支援
	障がいのある方（障がい児を含む）との交流
	買物に困っている方への買物支援
	災害時の避難誘導・
助け合い
	防犯活動
	その他
	わからない
	無回答

	18～29歳
	20.6 
	19.0 
	12.7 
	44.4 
	33.3 
	1.6 
	7.9 
	1.6 

	30～39歳
	26.7 
	17.1 
	20.0 
	56.2 
	38.1 
	1.9 
	3.8 
	－

	40～49歳
	36.1 
	21.0 
	25.2 
	61.3 
	44.5 
	1.7 
	2.5 
	－

	50～59歳
	31.7 
	13.5 
	25.4 
	62.7 
	46.0 
	2.4 
	2.4 
	0.8 

	60～64歳
	40.3 
	15.3 
	31.9 
	69.4 
	44.4 
	1.4 
	2.8 
	－

	65～69歳
	33.7 
	19.1 
	33.7 
	65.2 
	44.9 
	2.2 
	2.2 
	－

	70～74歳
	48.6 
	20.8 
	43.1 
	69.4 
	30.6 
	－
	－
	1.4 

	75～79歳
	25.5 
	9.8 
	23.5 
	58.8 
	31.4 
	2.0 
	－
	3.9 

	80～89歳
	35.4 
	13.8 
	23.1 
	58.5 
	36.9 
	－
	1.5 
	6.2 

	90歳以上
	66.7 
	－
	16.7 
	50.0 
	50.0 
	－
	16.7 
	－
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【地域別】
地域別でみると、中央圏域で「あいさつや声かけ」が、西圏域で「徘徊の見守りなど、認知症高齢者への支援」「災害時の避難誘導・助け合い」が多くなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	あいさつや声かけ
	見守り・安否確認
	コミュニティサロン活動（子どもから高齢者の居場所づくり）
	子育ての相談
	子育て期の親や子との交流
	高齢者や障がいのある方などの身の回りの手伝い
	高齢者や障がいのある方などの食事などの世話
	高齢者や障がいのある方などの外出支援

	西圏域
	132 
	86.4 
	47.0 
	37.1 
	20.5 
	28.0 
	22.7 
	9.8 
	16.7 

	中央西圏域
	172 
	87.8 
	58.7 
	33.7 
	19.8 
	32.0 
	16.9 
	11.6 
	19.2 

	中央圏域
	42 
	92.9 
	54.8 
	26.2 
	26.2 
	28.6 
	16.7 
	7.1 
	7.1 

	中央東圏域
	166 
	83.7 
	52.4 
	31.9 
	20.5 
	29.5 
	24.7 
	13.9 
	16.9 

	東圏域
	253 
	82.6 
	54.9 
	34.8 
	24.1 
	27.7 
	21.7 
	12.6 
	16.6 

	圏域不明
	16 
	81.3 
	50.0 
	18.8 
	18.8 
	31.3 
	37.5 
	18.8 
	25.0 


	区分
	徘徊の見守りなど、認知症高齢者
への支援
	障がいのある方（障がい児を含む）との交流
	買物に困っている方への買物支援
	災害時の避難誘導・助け合い
	防犯活動
	その他
	わからない
	無回答

	西圏域
	39.4 
	22.0 
	30.3 
	67.4 
	45.5 
	0.8 
	0.8 
	0.8 

	中央西圏域
	33.7 
	18.0 
	25.6 
	61.6 
	36.0 
	3.5 
	4.7 
	0.6 

	中央圏域
	33.3 
	16.7 
	23.8 
	54.8 
	35.7 
	－
	－
	－

	中央東圏域
	33.1 
	12.7 
	24.1 
	57.8 
	44.6 
	1.2 
	3.0 
	1.2 

	東圏域
	31.2 
	15.0 
	26.5 
	60.9 
	39.1 
	1.6 
	2.8 
	1.6 

	圏域不明
	25.0 
	25.0 
	31.3 
	62.5 
	43.8 
	－
	6.3 
	6.3 
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【近所づきあいの程度別】
近所づきあいの程度別でみると、全体的に、「ほとんどつきあっていない」が少なくなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	あいさつや声かけ
	見守り・安否確認
	コミュニティサロン活動（子どもから高齢者の居場所づくり）
	子育ての相談
	子育て期の親や子との交流
	高齢者や障がいのある方などの身の回りの手伝い
	高齢者や障がいのある方などの食事などの世話
	高齢者や障がいのある方などの外出支援

	ほとんどつきあっていない
	85 
	63.5 
	37.6 
	22.4 
	20.0 
	17.6 
	18.8 
	8.2 
	14.1 

	会えばあいさつをかわす程度
	358 
	86.0 
	46.1 
	32.4 
	20.7 
	28.5 
	18.7 
	9.8 
	13.7 

	世間話や立ち話をする程度
	241 
	90.5 
	65.6 
	35.7 
	20.7 
	33.2 
	22.0 
	14.5 
	18.7 

	一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける
	42 
	97.6 
	61.9 
	45.2 
	23.8 
	35.7 
	23.8 
	14.3 
	21.4 

	困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりする
	39 
	82.1 
	74.4 
	46.2 
	35.9 
	35.9 
	38.5 
	20.5 
	28.2 

	その他
	4 
	75.0 
	50.0 
	25.0 
	25.0 
	25.0 
	25.0 
	－
	50.0 


	区分
	徘徊の見守りなど、認知症高齢者
への支援
	障がいのある方（障がい児を含む）との交流
	買物に困っている方への買物支援
	災害時の避難誘導・助け合い
	防犯活動
	その他
	わからない
	無回答

	ほとんどつきあっていない
	22.4 
	9.4 
	22.4 
	50.6 
	37.6 
	1.2 
	9.4 
	－

	会えばあいさつをかわす程度
	31.0 
	16.8 
	22.9 
	60.3 
	35.8 
	1.7 
	2.5 
	1.1 

	世間話や立ち話をする程度
	38.2 
	16.2 
	31.1 
	60.2 
	44.4 
	1.7 
	1.7 
	0.8 

	一緒にお茶を飲んだり、留守をする時に声をかける
	40.5 
	31.0 
	23.8 
	81.0 
	42.9 
	2.4 
	－
	－

	困っている時（病気、事故、悩みなど）に相談したり、助け合ったりする
	43.6 
	23.1 
	35.9 
	69.2 
	61.5 
	2.6 
	－
	2.6 

	その他
	25.0 
	－
	25.0 
	75.0 
	50.0 
	－
	25.0 
	－
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（３）地域福祉を充実させていく上での行政と住民の関係
◇　「行政も住民も協力しあい、ともに取り組むべき」が４割半ばと最も多い
問38　地域福祉を充実させていく上での、行政と住民の関係はどうあるべきとお考えですか。あなたの考えに最も近い項目を選んでください。（１つに○）
「行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである」が44.7％と最も多く、次いで「行政の責任はしっかりと果たすべきだが、行政の手が届かない課題は住民も協力すべきである」が36.1％となっています。
【担い手調査との比較】
一般市民調査では、担い手調査（問25）に比べ、「行政の責任はしっかりと果たすべきだが、行政の手が届かない課題は住民も協力すべきである」が多くなっています。また、「行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである」が少なくなっています。
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【年齢別】
年齢別でみると、40～49歳、50～59歳、60～64歳で「行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである」が多くなっています。




【地域別】
地域別でみると、中央圏域で「地域福祉を実施する責任は行政にあるので、住民は特に協力することはない」がわずかに多くなっています。




【地域別】
地域別でみると、現在、参加しているで「行政も住民も協力しあい、地域課題の解決のために、ともに取り組むべきである」が、また条件が合えば参加したいで「行政の責任はしっかりと果たすべきだが、行政の手が届かない課題は住民も協力すべきである」が多くなっています。




（４）市の地域福祉で重点にすべき内容
◇　「見守り体制の充実」、「子育て家庭への多様な支援」、「気軽に相談できる体制の充実」
が上位
問39　これからの小平市の地域福祉は何を重点にすべきと思いますか。重点にすべきと思う内容に○をつけてください。（あてはまるものに３つまで○）
「一人暮らし高齢者や認知症高齢者の見守り体制の充実」が43.4％と最も多く、次いで「子育て家庭への多様な支援」が30.6％、「気軽に相談できる体制の充実」が25.6％となっています。



【担い手調査との比較】
一般市民調査では、担い手調査（問28）に比べ、「生活困窮者の自立を支援する施策の充実」「気軽に相談できる体制の充実」が多くなっています。また、「住民がお互いに助け合え、地域課題を解決できる仕組みづくり」が少なくなっています。


【年齢別】
年齢別でみると、30～39歳で「子育て家庭への多様な支援」が、70～74歳で「住民がお互いに助け合え、地域課題を解決できる仕組みづくり」が多くなっています。一方、18～29歳、30～39歳では「健康や生きがいづくりへの支援」が少なくなっています。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	子育て家庭への多様な支援
	一人暮らし高齢者や認知症高齢者の
見守り体制の充実
	健康や生きがいづくりへの支援
	障がいのある方が地域で自立して生活することのできる施策の充実
	生活困窮者の自立を支援する施策の
充実
	避難行動要支援者への支援
	住民がお互いに助け合え、地域課題を
解決できる仕組みづくり
	質の高い福祉人材の育成
	福祉サービスに関するわかりやすい
情報の提供
	気軽に相談できる体制の充実
	認知症高齢者の金銭管理や市民後見人の養成などの権利擁護の推進
	気軽に集まり交流できる場の充実
	ボランティアや市民活動団体（ＮＰＯ法人など）などの市民活動への支援
	その他
	わからない
	無回答

	18～29歳
	63 
	47.6 
	33.3 
	12.7 
	14.3 
	14.3 
	3.2 
	17.5 
	17.5 
	22.2 
	23.8 
	3.2 
	19.0 
	7.9 
	1.6 
	6.3 
	6.3 

	30～39歳
	105 
	61.9 
	40.0 
	8.6 
	9.5 
	16.2 
	5.7 
	16.2 
	11.4 
	15.2 
	20.0 
	1.9 
	9.5 
	5.7 
	3.8 
	5.7 
	6.7 

	40～49歳
	119 
	38.7 
	38.7 
	21.8 
	14.3 
	12.6 
	7.6 
	21.8 
	9.2 
	17.6 
	30.3 
	1.7 
	14.3 
	6.7 
	2.5 
	4.2 
	4.2 

	50～59歳
	126 
	17.5 
	50.0 
	26.2 
	10.3 
	19.0 
	10.3 
	19.8 
	11.9 
	23.0 
	27.0 
	0.8 
	12.7 
	4.8 
	3.2 
	2.4 
	7.9 

	60～64歳
	72 
	25.0 
	40.3 
	31.9 
	15.3 
	6.9 
	6.9 
	20.8 
	11.1 
	29.2 
	27.8 
	1.4 
	15.3 
	8.3 
	－
	2.8 
	8.3 

	65～69歳
	89 
	15.7 
	46.1 
	21.3 
	19.1 
	18.0 
	9.0 
	22.5 
	7.9 
	25.8 
	19.1 
	1.1 
	14.6 
	10.1 
	1.1 
	2.2 
	9.0 

	70～74歳
	72 
	25.0 
	50.0 
	18.1 
	15.3 
	15.3 
	8.3 
	41.7 
	13.9 
	20.8 
	29.2 
	1.4 
	22.2 
	8.3 
	－
	－
	－

	75～79歳
	51 
	17.6 
	54.9 
	25.5 
	13.7 
	13.7 
	9.8 
	21.6 
	5.9 
	19.6 
	29.4 
	5.9 
	7.8 
	5.9 
	－
	2.0 
	13.7 

	80～89歳
	65 
	18.5 
	38.5 
	23.1 
	6.2 
	9.2 
	7.7 
	30.8 
	4.6 
	16.9 
	27.7 
	3.1 
	13.8 
	7.7 
	－
	3.1 
	16.9 

	90歳以上
	6 
	－
	50.0 
	－
	16.7 
	16.7 
	16.7 
	33.3 
	33.3 
	16.7 
	33.3 
	－
	－
	16.7 
	－
	16.7 
	－




【地域別】
地域別でみると、大きな差異はみられません。
単位：％

	区分
	有効回答数（件）
	子育て家庭への多様な支援
	一人暮らし高齢者や認知症高齢者の
見守り体制の充実
	健康や生きがいづくりへの支援
	障がいのある方が地域で自立して生活することのできる施策の充実
	生活困窮者の自立を支援する施策の
充実
	避難行動要支援者への支援
	住民がお互いに助け合え、地域課題を
解決できる仕組みづくり
	質の高い福祉人材の育成
	福祉サービスに関するわかりやすい
情報の提供
	気軽に相談できる体制の充実
	認知症高齢者の金銭管理や市民後見人の養成などの権利擁護の推進
	気軽に集まり交流できる場の充実
	ボランティアや市民活動団体（ＮＰＯ法人など）などの市民活動への支援
	その他
	わからない
	無回答

	西圏域
	132 
	30.3 
	43.9 
	22.7 
	10.6 
	11.4 
	6.1 
	25.0 
	10.6 
	25.0 
	21.2 
	0.8 
	19.7 
	7.6 
	1.5 
	2.3 
	9.1 

	中央西圏域
	172 
	37.2 
	39.5 
	21.5 
	15.1 
	17.4 
	7.0 
	23.3 
	12.8 
	20.3 
	26.2 
	2.3 
	15.1 
	7.0 
	2.3 
	5.2 
	3.5 

	中央圏域
	42 
	33.3 
	50.0 
	14.3 
	11.9 
	14.3 
	11.9 
	19.0 
	7.1 
	23.8 
	23.8 
	2.4 
	16.7 
	9.5 
	－
	4.8 
	2.4 

	中央東圏域
	166 
	27.7 
	39.2 
	21.1 
	10.2 
	16.3 
	10.8 
	19.9 
	9.0 
	21.1 
	28.9 
	1.8 
	10.2 
	7.8 
	－
	5.4 
	9.0 

	東圏域
	253 
	28.9 
	47.4 
	19.4 
	15.0 
	13.4 
	6.7 
	25.3 
	11.1 
	19.8 
	25.7 
	2.4 
	12.3 
	6.7 
	2.8 
	1.6 
	7.9 

	圏域不明
	16 
	12.5 
	43.8 
	25.0 
	12.5 
	6.3 
	6.3 
	12.5 
	6.3 
	12.5 
	25.0 
	－
	12.5 
	－
	－
	－
	31.3 




９　ご意見など（自由記述）
　※調査票の巻末の自由記述欄に記入されたご意見などを、主な回答別に分類しています。
なお、内容は抜粋・要約してあります。
あなたは、地域で共に支え合いながら、安全で安心して暮らしていくためには、どのような取組が必要だと思いますか。
○主な回答の内容
（1） 支えあいに必要な取組について
①　情報に関すること
・強制ではなく、気軽に気楽にできる支え合いのために、助けが欲しい方の情報が

得られればと思います。（女性・50代）
・掲示板などへの地域活動（お祭りやイベント、ボランティア情報など）の貼り出

し。地域の人と知り合う機会が少ないので、余裕があれば参加したい。

（女性・18～29歳）
・情報が一人暮らしの若者にもきちんと届くような取組があると良いと思った。知

ることできたら、もう少し共に協力していこうという意欲も出る。

（女性・18～29歳）
②　地域での交流に関すること
・古くからの住人と新しい住人の交流、顔つなぎ。特に自治会のない地区。

（女性・50代）
・集合住宅の住民、新しい居住者への徹底したアプローチ（無関心な人が多いと思

う。）。災害時など、近所付き合いがあれば、協力できる態勢がつくりやすいと

思います。（男性・70～74歳）
・子どもが成長すると、なかなか共通の話題がみつからない。自分より、高齢もし

くは若い世代との接点がない。あいさつ等、小さなことだが続けてゆく。

（女性・40代）
・地域の中で人との関わりがあれば、自然と人助けはできるものだと思います。今

の時代は、マンションはともかく、戸建であっても2～3軒隣ですら、全く顔も

わからないという状態もあります。市の単位は理想的ですが、まずは小さい括り

でコミュニティが充実していけば、いろいろな場面での助け合いができ、安全安

心も広がっていくと思います。（女性・40代）

③　施設・居場所に関すること
・身近に感じるので、各町にある地域センターを拠点としていくこと。

（男性・65～69歳）
・近所に喫茶店のような、地域の高齢者が気軽にくつろげるような施設がほしい。

そうした施設を、ショップ過疎地域に市の援助でできないだろうか。

（男性・70～74歳）
・誰とでも気軽に話せる環境があれば、理想。公園や建物などの整備がしっかりさ

れていれば、そこに行きたい。（男性・30代）
・年齢に関わらず人が集まれる、開放された、自然発生的に交流をもてる場所の提

供。（例：子どもたちの遊び場、運動場の開放、誰でも使えるフリースペース。）

（女性・50代）

④　福祉人材の育成に関すること

　・支援が必要な人のことをまず知ることから、福祉教育に力を入れていって欲しい。

市の大学生に、積極的に市民活動などに参加してもらいたい。（女性・40代）
・行政、市民活動団体の活動の充実は必要だが、それが一部の人だけで行われるの

ではなく、多くの人が参加、協力してこそ、本当の意味での充実だと思うので、

市民の意識改革も大切だと思う。（女性・30代）

・地域で「核」となる人材の育成、掘り起こしが重要です。（女性・65～69歳）

・子どもからお年寄りの方まで、本当に沢山の層の方がいるので、一部の人にだけ

負担がないような企画がいいなと思います。小さい時からの参加が、大きくなっ

て自然に行動できる気持ちを作っていく気がします。（女性・50代）
⑤　意識に関すること
・心をオープンにすること。あいさつを交わしてお互いの顔を覚えること。「何か

あった時は近所で助け合うものだ」という概念を育てること。若い人は仕事の忙

しさもあるが、人見知りや、他人に構うのが面倒という人が多い。（女性・40代）
・障がいそのものへの理解、障がい者一人ひとりのニーズがあることをわかってほ

しい。（男性・50代）
・高齢者が多くなっている中、若い人と子どもたちも、自分に何ができるか考え、

その人の気持ちになってあげられるような社会になればと思う。

（女性・70～74歳）

⑥　その他
・健康で元気な老人は沢山います。老人力の活用をすべきと思います。チャンスが

あれば、何かの役に立ちたいと思う人は沢山います。よい企画があれば、参加す

るはずです。（女性・70～74歳）
・支え合いを強制してもうまくはいかないと思います。地域活動に参加することで、

インセンティブ（例えば、市役所の手続きが優先される等）が得られる仕組みが

必要かと思います。（男性・40代）
（2） 安全で安心して暮らしていくために必要な取組について
①　窓口・相談体制に関すること
・市の相談窓口の敷居が高く感じます。もう少し、気軽に相談できるような宣伝と

雰囲気作りをお願いしたいです。「とりあえず窓口があります」だと意味があり

ません。相談者が恥ずかしいと思わないよう、窓口を広げて欲しいです。

（女性・50代）
・本人たちは困っての相談なので、障がい者や高齢者の方が相談に行った時には、

親身になって支援していただきたい。（男性・75～79歳）
・市役所は、本人が相談に行かないとなかなか動いてくれない。本当に困っている

方は、外出できなかったり、どこに相談すればいいのかわからない方も多い。

（女性・50代）
②　防災・防犯に関すること
・災害時の助け合いや防犯活動を、自治会レベルでしっかりと取り組むことが必要。
（女性・40代）
・Webでの防災情報やハザードマップの配信に加え、市民が情報を投稿したり、追

加できるようなサービス（WebMapやスマホアプリなど）が必要。要支援者の所

在などの情報も集約し、有事の際の利用訓練なども実施してほしい。

（男性・30代）
・高齢者の一人暮らしが増える中で、近隣の空き巣の被害が増え、犯人が見つから

ず、警察のパトロールも少ない中で、不安を抱えている人も多い。

（女性・75～79歳）
　
③　施設の整備（ハード面）に関すること
・杖、歩行器、車椅子を使う人にとって、狭い道路は危険がいっぱいなので、歩道

の電柱撤去、商店の商品や看板等のはみ出し等を処理していただきたいと思いま

す。また、電動車椅子は、薄暗い時は見えにくく、危険を感じました。大きく前

後にライトを付けるなど、周りにアピールしていただけたらと思います。

（女性・75～79歳）


・助け合いの活動や支援なども、とても大切だと思うのですが、毎日の生活の中で

危険を軽減していくことも必要だと感じます。これは、住民の私たちが何かでき

ることではないので、歩道をつくる、ガードレールを設けるなど、行政としてで

きることを着実にやっていただきたいです。（女性・30代）

④　福祉・健康に関すること
・若い年代は就労にしばられる時間が長いので、地域で会えるのはリタイヤ組同士

なのでは。健康で元気な老人が多くなる取組が、何かを具体的にできるとよいと

思う。（女性・60～64歳）
・年寄りも生き生きと生活できる、病気になってからの支援ではなく、病気になら

ないようなサポート。健康維持教室。（女性・50代）
⑤　子育てに関すること
・貧困家庭における子育てのサポート（食事など）。少子化が進んでいくため、今ま

で以上の子どもや子育てする親へのサポート（保育園・学童クラブの充実、病児

保育の拡充）。（女性・30代）
（３）行政について
・行政に必要なのは、その場の機会を提供することで、実施するのは市民。

（女性・18～29歳）
・ただお金と時間をかけて〝やっている〝ことをアピールするだけの施設の建造や政

策の制定ではなく、市民が〝これならできる〝また、より自発的に〝これはやらな

くてはいけない〝と思えるような仕組み作りを提案し、啓蒙していただきたい。

（男性・40代）
・正直なところ、私自身まだほとんど苦労をしていないので、福祉の必要性を感じて

いないが、それがそもそも問題であると思われる。私たちのような比較的余裕のあ

る者を巻き込んで、〝ぜひ協力したい〝と思えるような仕組みを作り、市民に展開

していくことが、役所の方々の仕事のうちの一つと考えます。（女性・40代）
・大人同士がつながると、自然と子どもたちもしっかりとあいさつができるようにな

っています。やはり、子どもの時から社会、地域の一員として生活しているという

自覚をもたせることが、最も「安全、安心な社会づくり」に大切なことであり、行

政はその着火剤、点いた火が消えない見守りの機能としてできることをしていただ

くということかなと思っています。（男性・50代）


（４）その他
・通学する子どものいる家庭と、働きにでている家庭（独身含む）とでは、地域情報

のネットワークの精通具合に格差があるように思います。そのため、行政の果たす

べき役割として、住民と住民をつなぐネットワークの構築が急務だと思います。つ

まり、前者には、育児や教育等、多様な市民サービスを親が目にしやすいスーパー

や学校等で周知・広報し、同じ悩みをもつ者同士が語り合いつながれる場（コミュ

ニティ）を提供することが求められると思います。一方、後者には、通勤で毎日必

ず目にする駅構内の掲示やスーパー、コンビニ等において、市民サービスを周知す

るとともに、休日にリフレッシュできる市民フェスティバルや趣味のサークル、ボ

ランティアといった市民活動に参画しやすい配慮が必要だと思います。そうすれば、

孤独になりやすい社会人にも、町のあたたかいつながりを感じ、町への愛着も生ま

れてくると思います。（女性・18～29歳）
（５）感想
・なかなか地域においての支え合いは難しくて、年に1、2回の交流があっても、そ

の時だけみたいなことが多いです。（女性・65～69歳）

・人によって関わりが嫌な方もいるので、難しい。（女性・60～64歳）

あなたは、小平市の地域福祉や福祉のまちづくりについて、どのように思いますか。
○主な回答の内容
（1） 地域福祉について
①　情報に関すること
・このアンケートで、小平市にさまざまな取組や組織があることが分かったが、障

がい者や高齢者がいる世帯、生活困窮者の現状は、身内にそういう人がいないと

分からないので、広報を頑張ってもらいたい。（男性・40代）
②　施設・居場所に関すること
・公民館や地域センターはカルチャーセンターのような感じです。もっと地域の集

いの場として気楽に使えるとよいと思う。（女性・70～74歳）
③　福祉人材の育成に関すること
・民生委員の負担が多過ぎると思う。その仕事の一部を、新しく設ける制度として、

他の民間ボランティアに分けてやった方がよい。（男性・75～79歳）
・身近に行政への窓口になって下さる方を、地域毎に配置して下さることを希望い

たします。また、その方には資格と報酬が必要と思います。（女性・75～79歳）
・市内に大学などが多いことも特徴の一つだと思うので、学生へボランティア活動

など何か投げかけてみたら、できることは増えると思います。私が学生のうちに、

何か携われたら良いなと思っています。（女性・18～29歳）
④　その他
・理想は、住民同士で課題解決ができるようになり、ハード面では市で整備して（民

間企業もまきこみ）いけるとよい。（女性・40代）
（2） 福祉のまちづくりについて
①　施設の整備（ハード面）に関すること
・歩道を自転車がスピードを出して走り、車イスを押して歩いている人にもベルを

鳴らしてどかすような人がいるので、大きな道路には自転車レーンを作ってほし

い。（女性・40代）
・公共施設前のタイルが滑りやすく、特に雨の日は危険で、点字ブロックも色がな

く見分けづらいので、まずは公共施設前の整備をしっかり行って欲しい。

（女性・30代）

・ベビーカーがやっとで、車いすでは通行困難な狭い歩道があり、広げて欲しい。

（女性・40代）

②　施設の整備以外（ソフト面）に関すること
・マタニティマークの認知度をもっと上げてほしいです。また、そのマークを付け

ている人には、どのような配慮が必要か、具体的な例などがあるといいと思いま

す。（女性・18～29歳）
・駅のエレベーターがもう少し広くなるといいなぁと思います。ベビーカー等が乗

れないので、学生さんの利用を控えて欲しいです。（女性・40代）
（３）高齢者について
・一人暮らしの高齢者の積極的な見回りが必要であると思います。（女性・40代）
（４）障がい者について
・私自身が障がいを持っているので、他人と交流することが難しく感じます。大人の

発達障がいの診断ができる病院や生活訓練のできる場が欲しいです。（女性・30代）
・自閉症の人間が福祉の対象から外れているのに、誰も気づいていない。手帳のある

なしで待遇が雲泥の差。普通と違うと差別される。支援もないのに、自力で進学し

自立しろと見捨てられている。親たちの気持ちも踏みにじられている。
（女性・30代）
・障がいのある人がサポートを受けながら、1人で暮らしていけ、グループホームや
　施設で、集団生活を強いられている人がいない世の中になって欲しいです。

（女性・50代）
（５）子育てについて
・にぎやかな幼児たちと老人の福祉施設が共同して営まれたら、物語になりますよ～！

（男性・65～69歳）
・赤ちゃん、子どもたちにやさしい街を作っていただきたい。芝生の上を駆け回れる

ような公園を希望しています。そこに、お年寄りも顔を出す。公園で集う赤ちゃん、

幼児、家族、お年寄り。（女性・70～74歳）
（６）交通手段について
・高齢になっても、中央公民館の催しに参加して元気に暮らしたいと思っているが、

私の住んでいる所から、バスの便もなく、だんだん参加しづらくなっている。にじ

バスを活用して、市役所、中央公民館などに気軽に行けるようになったらと思う。

（女性・75～79歳）
（７）行政について
・理想のまちづくりでなく、実践できるまちづくりに取り組んで欲しい。
（男性・70～74歳）
・財政に負荷がかかりすぎないよう、進めていって欲しいです。（男性・40代）
・もう少し行政の人たちが、地域の人の所に行って話を聞くべきだと思います。

（女性・年齢無回答）


（８）感想
・たよれる親戚もなく、子もないので、孤独死が心配。一定の年齢になったら、老人

施設に入所したいと思うが、どの時点でその判断をすればよいのか、入所したい時

にすぐ入れるのかなど先のことを考えると、暗い気持ちになる。

（女性・60～64歳）
・積極的に自分から関心を持たなければ、何も見えてきません。これを機に、関心を

持たなければと反省しています。（女性・65～69歳）
・子どもたちも、学生時代はボランティアにも積極的に取り組んでおりましたが、大

人になり、せっかくの気持ちを持ち続ける場所や機会がないようです。

（女性・60～64歳）
・遠い親戚より近くの他人の雰囲気がもてればよい。（男性・70～74歳）
・小学校は、ボランティアの参加や協力が多く見られ、また、声を掛けあっている姿

も見え、よいと思う。（女性・40代）
・自分たちのことは、自分たちでできるかぎりやっていくつもりです。商店の人、近

所の人たちと声をかけあいながらやっていきます。（女性・70～74歳）
・子どもも大きくなり、パートで働いている状態なので、福祉に関する関心が薄い年

代に自分はあると思う。（女性・50代）
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